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1
　
は
じ
め
に

　
「
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」
で
は
、
『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
発
行
）
に
お
い
て
、
「
新
聞
紙
面
に
あ

ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
題
し
て
、
女
性
と
男
性
の
性
別
役
割
分
業
を
意
識
的
・
無
意
識
的
な
前
提
と
し
、
女
性
を
不
平
等
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
差
別
的
に
扱
っ
て
い
る
新
聞
記
事
中
の
性
差
別
表
現
に
つ
い
て
、
数
量
的
に
調
査
・
分
析
し
た
研
究
結
果
を
発
表
し
た
。

　
新
聞
の
女
性
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
多
く
が
思
弁
的
、
評
論
的
な
内
容
・
論
考
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、
同
稿
で
は
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
半
月
問
の
全
国
紙
三
紙
（
朝
日
・
毎
日
・
読
売
）
の
朝
・

夕
刊
を
用
い
て
、
定
量
的
な
分
析
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
は
、
「
女
性
社
長
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
女
性
」
を
突
出
さ
せ
る
“
女
性
冠
詞
”
付
き
の
表
現
、
そ
れ
と
は
逆
に
「
会
社

員
＊
＊
さ
ん
の
妻
」
な
ど
、
主
体
と
し
て
の
女
性
を
表
面
か
ら
隠
し
て
し
ま
う
表
現
、
ま
た
、
「
女
心
」
「
乙
女
心
」
「
女
性
の
持
ち
味
で

あ
る
や
さ
し
さ
」
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
固
定
観
念
に
基
づ
い
た
表
現
、
さ
ら
に
は
、
業
績
や
地
位
を
記
事
に
す
る
に
際
し
、
純
粋
な

評
価
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
女
性
や
母
性
を
強
調
す
る
、
あ
る
い
は
男
性
は
「
氏
」
女
性
は
「
さ
ん
」
と
敬
称
を
使
い
分
け
る
、
と
い

っ
た
性
別
に
よ
る
二
重
規
準
の
表
現
な
ど
、
女
性
を
男
性
と
は
異
な
っ
て
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
、
新
聞
の
紙
面
に
数
多
く
あ
ふ
れ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
切
り
取
ら
れ
た
断
片
の
形
で
は
あ
れ
、
そ
れ
な
り
に
現
実
を
反
映
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
現
実

を
構
成
し
、
規
定
す
る
機
能
を
も
有
し
て
い
る
。
新
聞
紙
面
に
あ
ふ
れ
る
性
差
別
的
な
表
現
は
、
私
た
ち
の
日
常
的
言
語
感
覚
や
無
意

識
的
性
差
別
観
を
取
り
込
ん
で
映
し
出
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
日
常
習
慣
化
し
た
接
触
行
為
と
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
信
頼
度
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の
高
さ
の
ゆ
え
に
、
新
聞
は
、
私
た
ち
の
言
語
感
覚
や
性
差
別
意
識
と
い
う
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
（
ブ
ル
デ
ュ
ー
）
を
形
成
す
る
大
き
な
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
意
識
的
な
常
用
句
と
な
っ
て
い
る
「
主
婦
」
や
「
＊
＊
夫
人
」
、
「
女
流
作
家
」
や
「
＊
＊
女
史
」
な

ど
と
い
っ
た
こ
と
ば
づ
か
い
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
読
者
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
人
び
と
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
メ
デ
ィ
ア
に

採
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
流
布
さ
れ
て
人
び
と
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
、
社
会
学
が
提
唱
す
る
文
化
的
再
生
産
の
構
造
に
よ
り
定
着
し
て

　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
メ
デ
ィ
ア
が
、
人
び
と
の
主
観
的
な
現
実
を
リ
ア
ル
で
社
会
的
・
客
観
的
な
現
実
に
構
成
し
て
し
ま
う
点
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

研
究
者
ガ
ー
ブ
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
「
文
化
培
養
理
論
」
な
ど
が
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
暴
力

シ
ー
ン
や
性
役
割
描
写
な
ど
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
現
実
が
い
か
に
人
び
と
の
認
識
の
リ
ア
リ
テ
ィ
や
文
化
を
培
養
し
、
社
会
統
制
や
判
断

基
準
の
“
武
器
”
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
量
的
・
質
的
研
究
や
報
道
シ
ス
テ
ム
の
研
究
が
、
「
指
標
分
析
」

と
称
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
女
性
学
の
立
場
か
ら
、
女
性
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
り
男
性
を
優
位
に
扱
う
表
現
を
量
的
に
把
握
し
よ

う
と
試
み
る
本
研
究
は
、
そ
う
い
っ
た
社
会
学
的
ま
た
マ
ス
コ
ミ
学
的
研
究
の
流
れ
に
も
位
置
づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
女
性
差
別

文
化
の
一
つ
の
指
標
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
「
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」
は
、
一
九
九
一
年
の
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
各
紙

に
関
し
て
、
八
五
年
調
査
と
同
一
の
方
法
に
よ
る
研
究
を
実
施
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
性
差
別
表
現
の
量
・
質
が
、
そ
の
後
ど
う
推

移
し
た
か
検
証
を
試
み
た
。
前
回
調
査
の
対
象
年
と
な
っ
た
一
九
八
五
年
は
、
国
連
女
性
の
一
〇
年
の
最
終
年
に
あ
た
り
、
「
女
性
の
時

代
」
と
喧
伝
さ
れ
つ
つ
も
、
女
性
の
社
会
進
出
を
制
度
的
に
保
障
す
る
べ
き
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
す
る
以
前
の
時
代
状
況
で

あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
八
六
年
に
均
等
法
が
施
行
さ
れ
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
で
、
少
な
か
ら
ず
性
差
別
的
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア

の
表
現
内
容
が
果
た
し
て
平
等
に
近
づ
い
た
の
か
、
ま
ず
九
一
年
の
女
性
に
関
す
る
表
現
の
最
新
調
査
結
果
を
概
観
し
、
次
に
そ
れ
を
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八
五
年
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

II

一
九
九
一
年
の
紙
面
に
お
け
る
性
差
別
表
現

　
「
性
差
別
」
を
ど
う
定
義
す
る
か
は
、
必
ず
し
も
容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
前
稿
で
は
、
性
差
別
の
源
泉
を
「
性
別
役
割
分
業
」
に

求
め
た
国
連
の
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
と
、
そ
れ
に
よ
る
性
差
別
問
題
の
世
界
的
な
認
識
の
拡
が
り
を
手
掛
か
り
に
、
女
性
と
男
性

の
性
別
役
割
分
業
を
顕
在
的
な
公
準
あ
る
い
は
潜
在
的
な
背
後
仮
説
と
し
て
、
女
性
と
男
性
を
明
示
的
な
い
し
非
明
示
的
に
非
対
等
に

扱
っ
た
表
現
を
、
性
差
別
表
現
と
規
定
し
た
。
本
稿
で
も
、
そ
の
規
定
を
踏
襲
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
対
象
紙
は
前
回
と
同
じ
く
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
全
国
紙
三
紙
の
朝
・
夕
刊
、
対
象
期
間
は
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日

ま
で
の
一
五
日
間
で
、
投
書
、
連
載
小
説
、
マ
ン
ガ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
、
広
告
を
除
い
た
全
て
の
記
事
を
分
析
対
象
と
し
た
。
こ

れ
ら
の
女
性
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て
、
①
「
女
性
強
調
」
、
②
「
女
性
隠
し
」
、
③
「
業
績
評
価
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
三
側

面
を
抽
出
、
ど
の
程
度
の
分
量
が
男
性
に
比
し
て
ど
れ
く
ら
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
く
。

　
“
新
聞
離
れ
”
が
言
わ
れ
る
昨
今
で
は
あ
る
が
、
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
が
一
九
九
一
年
に
行
っ
て
い
る
全
国
新
聞
信
頼
度
調
査
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
み
る
と
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
信
頼
を
表
明
す
る
人
の
値
は
八
一
％
と
、
テ
レ
ビ
の
五
五
％
よ
り
も
高
い
。
新
聞
普
及
率
の
上
か
ら

も
、
日
本
新
聞
協
会
の
調
べ
に
よ
る
と
一
九
九
一
年
時
点
で
の
新
聞
普
及
率
は
一
世
帯
あ
た
り
一
・
二
四
部
、
毎
日
読
む
人
八
一
％
と

時
々
読
む
人
一
五
％
と
を
併
せ
て
九
六
％
の
閲
読
率
に
達
し
、
閲
読
時
問
は
一
人
一
日
四
五
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
新

聞
が
い
ま
も
っ
て
人
び
と
に
と
っ
て
身
近
で
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
か
で
も
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
全
国
紙

の
一
号
あ
た
り
の
販
売
部
数
は
、
新
聞
・
雑
誌
の
販
売
部
数
公
査
機
構
で
あ
る
日
本
A
B
C
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
九
一
年
時
点
で



読
売
九
七
六
万
四
〇
〇
〇
部
、
朝
日
八
二
五
万
六
〇
〇
〇
部
、
毎
日
四
二
二
万
二
〇
〇
〇
部
で
計
二
二
一
五
万
部
強
に
達
し
、
全
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

新
聞
総
発
行
部
数
五
二
〇
〇
万
部
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
た
。
都
市
部
・
首
都
圏
で
主
と
し
て
購
読
さ
れ
、

ま
た
朝
・
夕
刊
の
セ
ッ
ト
割
れ
が
生
じ
て
い
る
と
は
い
え
、
全
国
紙
三
紙
の
寡
占
的
状
態
、
社
会
的
影
響
力
は
減
じ
て
は
い
な
い
と
い

え
よ
う
。
特
に
読
売
新
聞
は
そ
の
後
、
販
売
部
数
が
一
〇
〇
〇
万
部
を
超
え
る
巨
大
市
場
を
席
捲
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
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（1）

1

女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
表
現

一
紙
あ
た
り
一
一
二
件
の
「
女
性
冠
詞
」

表1　女性冠詞「女」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

77

18

　　8

　　8

　　5

　　4

　　3

　　3

　　2

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

139

34

　6

　1

　0

　1

　1

　3

　0

　0

　0

　0

　1

　0

　1

　0

　0

　0

　0

48

27

　9

　3

　4

　4

　3

　0

　3

　2

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　0

　1

　1

58

16

　3

　4

　4

　0

　0

　0

　0

　0

　2

　2

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　0

33

1※女　優

2女　王
3女　神
　女　児
5女　医
6女スパイ
7女主人
　女講釈師

9女　帝
　女友達
　女主人公

12女生徒
　女学生
　女　囚
　女剣劇
　女もっこす

　女探偵
　女伊達
合　計

※数字は出現頻度の順位

　
人
び
と
の
価
値
規
準
を
提
供
す
る

機
能
を
も
つ
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
、
紙

面
を
通
じ
て
日
々
提
示
す
る
女
性
男

性
非
対
等
な
表
現
方
法
と
し
て
は
、

ま
ず
「
女
性
で
あ
る
こ
と
」
や
女
性

の
役
割
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
や
り

方
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
事
件
報
道
の
際
、
当
事
者
の

女
性
の
職
業
に
「
女
店
員
」
「
女
性
教

員
」
「
女
子
職
員
」
な
ど
の
「
女
性
冠
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表2　女性冠詞「女性」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝件数

1

2

3

4

6

8

18

女性作家

女性職員

女性大使

女性議員

女性市長

女性フアン

女性労働者

女性社員
女性リポーター

女　性　客

女性グループ

女性法律家

女性刑事

女性監督

女性部下

女性隊員

女性局長

女性教師

女性記者

女性副知事

女性主入公

女性証人

女性スタッフ

女性ミイラ

女性闘士

朝日

5

1

1

3

0

0

0

0

1

2

0

3

0

0

0

1

1

1

1

2

0

0

0

2

0

毎日

3

5

3

1

5

1

4

3

2

1

3

0

3

3

2

1

1

1

1

0

2

0

0

0

2

紙
計
3
合

士
冗読

1

1

2

1

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

0

o

0

0

2

2

0

0

9

7

6

5

5

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

18

28

女性会社員

女性候補

女性官僚

女性助役

女　性　役

女性会議議長

女性プロ選挙

女性囲碁棋士

女性パト
女性不動産会社役員

女性航海士

女性事務次官候補

女性キャリア

女性閣僚

女性首相

女性幹部

女性隊長

女性市議

女性考古学者

女性冒険セーラー

女性警察官

女性真打ち

女性リハビリ治療士

女性ジャーナリスト

女性本部長

朝日

2

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

0

0

0

0

0

0

毎日

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

紙
計
3
合

　
士
冗

　
読

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

0

0

0

0

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

28 女性刑事部長

女性内定者

女性営業軍団

女性保健調査員

女性委員

女性飛行家

女性コラムニスト

女性編集者

女性事務次官

女性事務員

女性議長

女性研究者

女性弁護士

女性従業員

女性歌手
女性ドライバー

女性選手

女性経営者

女性指導者

女性ダンサー

女性会員

女性患者
女性ボランティア

女性天文学者

△
・ 計

朝日

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

37

毎日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

o

0

1

0

1

1

67

紙
計
3
合

士
冗読

1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

1

1

0

o

1

0

1

0

0

33

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

137
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表3　女性冠詞「女子」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

11

　7

　4

　3

　3

　3

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

3
4
0
1
0
3
0
2
1
1
1
0
0
0
0

3
2
2
0
3
0
2
0
0
0
0
1
1
1
0

5
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

42161511

女子大生
女子学生
女子職員
女子高生
女子行員
女子労働者

女子社員
女子留学生

女子生徒
女子高校生
女子世界代表

女子従業員
女子会社員

女子プロ
女子選手
合　　計

1
2
3
4

7

9

表4　女性冠詞「女流」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

10

　4

　2

　1

　1

　1

4
0
0
0
0
0

5
4
2
1
0
1

1
0
0
0
1
0

194132

1女流作家
2女流陶芸家

3女流棋士
4女流画家
　女流生け花作家

　女流かな書道家

合　　計

詞
」
（
田
中
和
子
）
を
か
ぶ
せ
て
報
道
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。

表
1
は
、
そ
の
よ
う
な
「
女
性
冠
詞
」
の
う
ち
、
最
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
“
女
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
一
覧
で
あ

る
。
男
性
で
あ
れ
ば
「
俳
優
」
で
お
お
む
ね
済
む
と
こ
ろ
を
い
ち
い
ち
「
女
優
」
と
す
る
表
現
の
七
七
件
（
全
体
の
五
五
％
）
を
筆
頭

に
、
「
女
王
」
「
女
神
」
「
女
児
」
「
女
医
」
な
ど
の
こ
と
ば
が
、
半
月
の
問
に
一
紙
あ
た
り
三
〇
件
か
ら
六
〇
件
、
三
紙
合
計
で
一
三
九

件
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
“
女
”
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
の
種
類
は
一
八
種
類
に
の
ぼ
っ
た
。

　
「
女
○
○
」
に
次
い
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
女
性
冠
詞
は
、
「
女
性
○
○
」
で
あ
る
。
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
「
女
性
作
家
」
「
女
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表6　男性冠詞「男」の付くことば（1991年）　表5　女性冠詞「婦人」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　単位＝件数　　　　　　　　　　　　　　単位＝件数

紙
計
3
合
売読毎日朝日

7
3
1
1
12

6
3
0
0
9

1
0
0
1

2

0
0
1
0

1合　　計

紙
計
3
合
売読毎日朝日

8
4
1
13

2
0
0

2

1
0
1

2

5
4
0
9合　計

表7　男性冠詞「男性」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1

0
0
2
2
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
0
0

0
2
0
0
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0

男性教諭
員社性男

1
2

男性経営者

男性歌手
男性職員
男性弁護士
男性諸氏
男性アイドル歌手

男性ポップデュオ

男性ダンサー

男性ミイラ
男性航法士
男性祈薦師

男性議員
男性棋士
男性会社員
男性カルテット

男性記者

5

23599計合
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　医流大日性　表8男性冠詞「男子」の付くことば（1991年）
単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

8
3
1

7
0
0

1
2
1

1274

0
1
0

1

1男子生徒
2男子学生
3男子警察官

合　　 計

表9　男性冠詞「男流」の付くことば（1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

1

1

0

0

10

10
1男流作家
合　　計

グラフ1　女性冠詞と男性冠詞の比率（1991年）

　　　　　　男’性冠言司

ill葦6犠i

N＝386
女性冠言司

87．3％

（337件）

性
職
員
」
「
女
性
大
使
」
な
ど
、
“
女
性
”
が
か
ん
む
り
に
付
く
こ
と
ば
は
三
紙
合
計
で
七
四
種
類
に
達
し
、
一
三
七
件
み
ら
れ
た
。
毎

日
新
聞
で
他
紙
の
二
倍
と
多
い
の
が
目
立
つ
が
、
ど
の
新
聞
で
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
女
子

大
生
」
「
女
子
学
生
」
「
女
子
職
員
」
な
ど
“
女
子
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
「
女
子
○
○
」
が
一
五
種
類
、
四
二
件
（
表
3
）
、
さ
ら
に
「
女

流
作
家
」
「
女
流
陶
芸
家
」
「
女
流
棋
士
」
な
ど
「
女
流
○
○
」
が
六
種
、
一
九
件
み
ら
れ
た
（
表
4
）
。
「
女
優
」
「
女
王
」
「
女
神
」
「
女

医
」
や
「
女
流
作
家
」
な
ど
は
、
前
回
調
査
で
も
高
頻
度
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
常
用
句
・
慣
用
句
化
し
て
根
強
く
使
わ

れ
て
い
る
さ
ま
が
よ
く
わ
か
る
。
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な
お
前
回
は
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
、
「
婦
人
」
が
か
ん
む
り
に
つ
く
冠
詞
も
相
変
わ
ら
ず
み
ら
れ
、
今
回
調
査
で
は
「
婦
人
警
察
官
」

「
婦
人
議
員
」
な
ど
四
種
、
一
二
件
み
ら
れ
た
（
表
5
）
。
す
で
に
多
く
の
自
治
体
で
は
、
既
婚
者
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
不
適
切
だ
と
い

う
理
由
か
ら
「
婦
人
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
な
く
な
り
、
た
と
え
ば
「
婦
人
会
館
」
の
名
称
も
「
女
性
会
館
」
と
変
更
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
新
聞
は
、
「
婦
人
警
察
官
」
「
婦
人
議
員
」
「
婦
人
記
者
」
な
ど
と
、
か
な
り
古
臭
い
こ
と
ば
を
い

ま
も
っ
て
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
調
査
期
間
中
の
一
〇
月
一
四
日
、
読
売
は
家
庭
と
く
ら
し
面
で
、
「
『
婦
人
』
よ
り
『
女
性
』
と

言
っ
て
」
と
見
出
し
を
掲
げ
、
「
婦
人
」
を
多
用
し
て
い
る
行
政
用
語
を
見
直
す
動
き
を
伝
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
「
女
性
冠
詞
」
は
、
九
一
年
一
〇
月
上
旬
の
一
五
日
分
で
三
紙
合
計
三
三
七
件
、
さ
ら
に
「
婦
人
」
を
含
め
る
と
合
計
で
三

四
九
件
に
も
の
ぼ
っ
た
。
一
紙
に
つ
き
、
期
間
中
平
均
一
一
二
件
（
「
婦
人
」
を
含
め
る
と
一
一
六
件
）
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
一
日
あ
た
り
に
直
す
と
朝
・
夕
刊
合
わ
せ
一
紙
あ
た
り
平
均
七
・
五
件
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
各
紙
ご
と
に
一
日
の
女

性
冠
詞
使
用
頻
度
を
み
る
と
、
朝
日
で
五
・
五
件
、
毎
日
で
一
〇
・
二
件
、
読
売
で
六
・
七
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
「
女
性
冠
詞
つ
き
」
の
表
現
と
比
較
し
て
、
男
性
が
報
道
さ
れ
る
際
に
「
男
性
冠
詞
」
が
付
け
ら
れ
る
頻
度
は
、
圧
倒
的

に
少
な
い
。
今
回
、
表
6
か
ら
表
9
に
掲
げ
た
よ
う
に
男
性
冠
詞
つ
き
の
表
現
は
、
“
男
”
を
か
ん
む
り
に
か
ぶ
せ
た
も
の
が
「
男
児
」

を
は
じ
め
十
三
件
、
“
男
性
”
が
つ
い
た
も
の
は
「
男
性
教
諭
」
な
ど
二
三
件
、
”
男
子
”
は
「
男
子
生
徒
」
な
ど
を
始
め
と
し
て
一
二

件
、
ま
た
「
男
流
作
家
」
が
一
件
、
合
計
で
四
九
件
で
あ
っ
た
。
男
性
冠
詞
の
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
グ
ラ
フ
ー
に
示
し
た
よ
う
に
、
女

性
や
男
性
の
別
を
あ
ら
わ
す
性
別
冠
詞
の
一
割
程
度
で
し
か
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
八
五
年
と
比
べ
れ
ば
女
性
冠
詞
は
や
や
減
少
し

て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
男
性
を
“
無
徴
”
の
性
と
し
て
表
現
し
、
女
性
を
“
有
徴
”
の
性
と
し
て
表
現
す
る
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

表
記
の
方
法
に
は
、
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
女
性
冠
詞
」
が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
職
業
そ
れ
自
体
よ
り
も
「
女
で
あ
る
こ
と
」
が
こ
と
さ
ら
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強
調
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
読
み
手
は
、
当
事
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
あ
た
か
も
そ
の
出
来
事
と
何
か
の
関
連
を
も
つ
か
の
よ
う
な
印

象
を
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
段
で
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
よ
う
。

　
ち
な
み
に
、
前
回
調
査
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
「
老
人
」
で
は
な
く
「
老
女
」
、
「
悪
人
」
で
は
な
く
「
悪
女
」
な
ど
の
よ
う
に
、
「
○

○
女
」
や
「
○
○
婦
人
」
な
ど
、
女
性
を
特
定
す
る
“
接
尾
語
”
が
つ
く
こ
と
ば
に
も
、
今
回
は
注
目
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
調
査

期
間
中
に
「
美
女
」
が
二
件
、
「
老
女
」
が
九
件
、
「
老
婦
人
」
が
四
件
使
用
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
「
帰
国
子
女
」
や
「
熟
女
」
「
悪
女
」

な
ど
の
こ
と
ば
も
み
ら
れ
た
。

（2）

「
女
性
冠
詞
」
以
外
の
女
性
専
用
語

　
女
性
冠
詞
と
は
別
に
、
「
O
」
」
や
「
主
婦
」
と
い
う
女
性
に
対
す
る
独
特
か
つ
定
着
し
た
言
い
方
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
女
性
が
携
わ
る
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
て
い
る
職
や
働
き
方
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
を
表
1
0
に
一
覧
し
た
。
そ
の
筆
頭
は
「
看
護

婦
」
と
「
O
」
」
で
あ
り
、
三
紙
合
計
で
そ
れ
ぞ
れ
三
七
件
、
三
五
件
と
全
体
の
二
割
づ
つ
を
占
め
た
。
以
下
、
「
家
政
婦
」
「
娼
婦
」

「
芸
者
」
「
保
母
」
「
乳
母
」
な
ど
が
続
く
。
デ
ー
タ
で
み
る
限
り
朝
日
で
少
な
い
が
、
三
紙
の
総
数
で
は
一
六
二
件
に
達
し
、
語
の
種
類

は
三
一
に
及
ん
で
い
る
。
特
に
性
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
男
性
を
“
慰
め
る
”
職
や
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を
多
く
含
む
職
、
他

者
を
ケ
ア
す
る
職
で
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
男
性
が
就
く
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
は
今
回
一
一
九
件
み
ら
れ
た
。
表
U
に
み
る
よ
う
に
「
証

券
マ
ン
」
が
四
六
件
と
全
体
の
四
割
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
三
九
件
で
全
体
の
三
割
を
占
め
、
以
下
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
「
商
社
マ
ン
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
な
ど
が
続
く
。
多
く
が
企
業
・
産
業
社
会
領
域
の
職
で
あ
り
、
女
性
専
用
職
の
語
と
は
そ
の
意
味
内
容
が
大
き
く
隔
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表10女性専用とみなされている職業をあらわすこ　さ　関　　　こ　を

　　とば（1991年）　　　　　　ん係まの使
た
っ
て
い
る
。
女
性
は
「
婦
」
や
「
母
」
「
女
」
を
使
っ
た
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
、
男
性
は
「
マ
ン
（
H
人
間
、
の
意
も
あ
る
）
」

を
使
っ
た
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
、
性
排
他
的
で
対
照
的
な
職
業
語
で
あ
る
。
量
的
に
は
両
性
で
大
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
新
聞
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
職
業
語
に
も
、
現
代
社
会
の
性
役
割
分
業
の
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
女
性
専
用
語
は
、
い
わ
ば
公
的
な
領
域
で
の
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
家
族

関
係
な
ど
に
お
け
る
私
的
な
領
域
で
の
女
性
の
専
用
語
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
既
婚
者
に
関
す
る
表
現
が
多
く
、
「
主
婦
」
や
「
嫁
」
や
「
奥

さ
ん
」
「
夫
人
」
な
ど
の
よ
う
に
、
夫
の
従
属
物
と
し
て
「
家
」
の
中
に
入
り
、
家
事
・
育
児
を
つ
か
さ
ど
る
役
割
を
担
う
こ
と
を
自
明

紙
計
3
合

売読毎日朝日

37

35

　　9

　　7

　　7

　　6

　　6

　　5

　　5

　　5

　　4

　　4

　　3

　　3

　　3

　　3

　　3

　　2

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

162

17

13

　8

　2

　2

　0

　1

　4

　5

　0

　2

　0

　1

　0

　1

　2

　0

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

61

18

14

　1

　2

　2

　3

　3

　0

　0

　0

　2

　4

　2

　1

　1

　1

　3

　2

　0

　2

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　1

　1

　0

64

　2

　8

　0

　3

　3

　3

　2

　1

　0

　5

　0

　0

　0

　2

　1

　0

　0

　0

　1

　0

　1

　0

　1

　1

　1

　1

　1

　0

　0

　0

　0

37

1看護婦
20　　L
3家政婦
4娼　

婦

芸　 者

6保　
母

乳　 母

8海　
女

商売女クラブのママ（又は「ママ」）

11遊　 女

助産婦13　ファーストレディー

修道女侍　 女

女　 中

花　 魁

18女　 郎

コールガール

保健婦21ホステス
キャリアウーマン

寮　 母

売春婦
売笑婦雇われマダム

女　 将

セールスウーマン

下　 女

リポーター諸嬢

ヒロイン
合　 計
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表12　他者（夫・家）との関係で女性　　表11男性専用とみなされている職業
　　　を表現することば（1991年）　　　　　　をあらわすことば（1991年）

　　　　　　　　　　　単位：件数　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合
売読毎日朝日

46

39

10

5
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1

17

14

3
1
2
0
3
2
2
0
0
0
0
0
1

16

13

6
3
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0

13

12

1
1
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
0

119454232

1証券マン
2サラリーマン

3カメラマン

4商社マン
5ビジネスマン

　電通マン
　ホ　ス　ト

8下　　男
　広報マン
10ジャズマン

　銀行マン
　政策マン
　都庁マン
　営業マン
　スポーツマン

合　　計

紙
計
3
合
売読毎日朝日

126

72

12

　9

　8

　6

　5

　5

　4

　4

　4

　4

　3

　3

　3

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

46

30

4
1
5
0
1
0
0
1
0
2
0
1
0
2
1
1
1
0
0
0
0
0
1
1

40

33

4
8
2
0
1
4
2
2
0
2
0
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0

40

9
4
0
1
6
3
1
2
1
4
0
3
0
1
0
1
0
0
1
1
1
1
0
0
0

主婦
夫人
奥さん

女房
未亡人
姑

花嫁
お嬢さん

嫁

先妻
大姑
令嬢
小嫁
前妻
人妻
王女
乙女
家内
嫁にいく

愛妻
新妻
嫁す
処女
老嬢
養女
愛妾

1
2
3
4
5
6
7

9

13

16

18

2819810380合計
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と
し
た
表
現
が
、
繰
り
返
し
現
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
こ
と
ば
も
、
完
全
に
日
常
言
語
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
ば
づ
か
い
が
、

ハ
ビ
ト
ゥ
ス
と
し
て
日
本
人
一
般
の
女
性
へ
の
態
度
性
向
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
私
的
領
域
に
お

い
て
、
他
者
と
く
に
夫
や
イ
エ
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
不
公
平
な
こ
と
ば
は
、
表
1
2
に
示
し
た
よ
う
に
「
主
婦
」
（
一
二
六
件
、

全
体
の
四
五
％
）
、
「
夫
人
」
（
七
二
件
、
同
二
六
％
）
、
「
奥
さ
ん
」
（
一
二
件
、
四
％
）
、
「
女
房
」
（
九
件
、
三
％
）
、
「
未
亡
人
」
（
八
件
、

三
％
）
な
ど
の
頻
度
で
挙
が
っ
た
。
各
紙
ご
と
の
ば
ら
つ
き
は
あ
ま
り
な
く
、
総
数
は
二
八
一
件
、
語
の
種
類
は
二
六
で
あ
っ
た
。
最

も
多
用
さ
れ
て
い
る
「
主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
一
日
あ
た
り
三
箇
所
の
紙
面
で
使
わ
れ
て
い
る
計
算
に
な
る
。
ま
た
、
「
夫
人
」
に

は
単
独
で
使
わ
れ
る
「
夫
人
」
と
、
も
う
ひ
と
つ
、
「
イ
メ
ル
ダ
夫
人
」
な
ど
の
よ
う
に
夫
の
名
が
付
く
「
＊
＊
夫
人
」
と
の
二
種
が
あ

り
、
前
者
は
三
紙
合
計
で
一
五
件
、
後
者
は
五
七
件
に
達
し
た
。

　
現
在
、
結
婚
し
て
い
る
女
性
の
こ
と
を
、
有
職
と
無
職
に
か
か
わ
ら
ず
こ
と
ご
と
く
「
主
婦
」
と
呼
ぶ
傾
向
が
自
他
と
も
に
あ
る
。

結
婚
し
た
ら
女
性
は
家
庭
役
割
を
担
う
も
の
と
い
う
暗
黙
の
前
提
が
、
こ
の
こ
と
ば
に
は
は
り
つ
い
て
い
る
。
実
際
に
は
文
字
ど
お
り

の
”
家
事
専
業
”
で
は
な
く
有
職
の
女
性
も
数
多
く
、
一
九
九
一
年
に
は
妻
も
夫
も
就
業
し
て
い
る
家
庭
が
一
三
三
三
万
世
帯
に
対
し
、

妻
が
就
業
し
て
い
な
い
家
庭
は
一
〇
一
九
万
世
帯
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
職
を
も
つ
女
性
の
方
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
と
え

ば
「
バ
ー
ゲ
ン
に
集
ま
っ
た
主
婦
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
み
え
る
女
性
は
ひ
と
し
な
み
に
「
主
婦
」
と
表
現
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
「
主
婦
」
は
、
男
性
が
何
人
か
の
「
妾
」
を
囲
っ
て
い
た
時
代
の
第
一
番
目
の
妻
の
地
位
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と

　
　
　
　
　
（
6
）

い
う
説
も
あ
る
）
。
次
い
で
二
番
め
に
多
い
「
夫
人
」
は
、
夫
の
従
属
物
と
い
う
意
図
が
明
白
だ
。
三
位
の
「
奥
さ
ん
」
も
、
原
義
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

建
物
の
奥
を
さ
し
て
い
た
「
奥
」
や
「
奥
方
」
が
、
転
じ
て
人
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
ミ
セ
ス
、
つ
ま
り
夫

が
い
る
ら
し
い
女
性
を
呼
ぶ
と
き
に
、
「
奥
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
は
便
利
で
無
難
な
こ
と
ば
と
し
て
全
く
の
日
常
用
語
化
し
て
し
ま
っ

た
が
、
”
「
表
」
に
出
て
こ
な
い
人
”
を
意
味
す
る
こ
の
呼
称
に
、
性
差
別
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
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表13他者（妻・家）との関係で男性を
　　　表現することば（1991年）

　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

19

6
5
2
2
1

10

2
4
0
1
1

6
1
1
0
1
0

3
3
0
2
0
0

主人
夫君
亡夫
主亭

1
2
3
4

主夫
女婿6

351898合計

せ
た
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
男
性
は
「
あ
る
じ
」

に
私
的
ド
メ
イ
ン
で
の
家
庭
や
夫
と
の
関
係
で
語
ら
れ
、

（3）

文
脈
の
中
で
強
調
さ
れ
る
「
女
」

日
常
的
に
無
造
作
に
使
わ
れ
て
い
る
「
お
嫁
さ
ん
」
「
嫁
」
と
い
う
こ
と
ば
も
、
夫

の
イ
エ
に
従
属
し
た
主
婦
な
い
し
労
働
力
と
し
て
、
な
に
よ
り
も
夫
の
側
の
親
の

面
倒
を
見
、
跡
継
ぎ
（
男
子
）
を
産
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
を
負
っ
た
者
の
意
を
含

ん
だ
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
立
場
を
か
え
て
、
男
性
は
他
者
や
イ
エ
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
出
現
頻
度
は
、
表
1
3
に
示
し
た
よ
う
に
全
体
で

三
五
件
、
六
種
の
語
が
登
場
し
た
に
過
ぎ
ず
、
女
性
と
比
較
し
て
八
分
の
一
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
意
味
内
容
も
、
「
主
人
」
や
「
亭
主
」
な
ど
に
み
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
家
庭
や
妻
を
従
え
る
中
心
人
物
の
度
合
い
を
色
濃
く
た
だ
よ
わ

と
し
て
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
呼
び
名
で
称
さ
れ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
圧
倒
的

　
　
従
属
す
る
者
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
性
差
別
的
な
新
聞
表
現
は
、
単
語
や
語
法
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
新
聞
に
は
女
性
に
つ
い
て
の
固
定
観
念
を
助
長
す
る
定
型

化
さ
れ
た
独
特
の
言
い
回
し
が
数
多
く
あ
る
。
単
語
と
し
て
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
文
脈
全
体
と
の
関
連
で
女
性
を
不
適
切
に
扱
っ
た

性
差
別
的
な
表
現
を
、
前
回
調
査
同
様
「
女
ら
し
さ
」
「
母
親
ら
し
さ
」
「
主
婦
役
割
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
い
た
も
の
に
大
別

し
、
用
例
と
出
現
頻
度
を
一
覧
し
た
の
が
表
1
4
で
あ
る
。
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ま
ず
第
一
に
、
女
性
に
言
及
す
る
記
事
に
は
、
容
姿
や
服
装
、
ス
タ
イ
ル
、
つ
ま
り
外
見
を
記
述
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
新

聞
週
間
中
に
み
ら
れ
た
新
聞
配
達
に
関
す
る
記
事
で
女
性
の
配
達
員
を
記
述
す
る
に
際
し
、
「
薄
紫
の
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
・
ス
ー
ツ

に
ピ
ン
ク
の
ヘ
ア
バ
ン
ド
、
足
元
は
白
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
。
＊
川
＊
美
さ
ん
（
三
五
）
は
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

身
を
包
み
…
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
一
日
）
と
冒
頭
か
ら
こ
と
細
か
に
服
装
に
言
及
し
て
い
る
（
筆
者
注
・
実
名
は
一
部
＊
印
に
し
た
。

以
下
同
様
）
。
同
じ
記
事
に
出
て
く
る
あ
と
二
人
の
男
性
に
関
し
て
は
、
一
人
の
若
い
男
性
に
つ
い
て
は
記
事
の
途
中
で
雨
の
た
め
に
防

水
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
ま
と
っ
た
こ
と
や
、
T
シ
ャ
ツ
や
ジ
ー
パ
ン
が
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
の
記
載
は
な
く
、
も
う
一
人
の
中
年
の
男
性
に
つ
い
て
は
外
見
に
つ
い
て
の
記
述
は
一
切
な
い
。
ま
た
、

北
京
の
特
派
員
か
ら
の
売
春
事
件
の
裁
判
の
模
様
を
伝
え
る
記
事
で
は
、
当
地
の
新
聞
記
事
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
売
春
婦
」
に
「
転
落
」

し
た
一
七
歳
の
若
い
女
性
を
、
「
ま
っ
赤
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
し
た
ツ
メ
で
彼
女
は
髪
を
か
き
上
げ
た
。
厚
化
粧
の
顔
が
露
出
し
た
」
と
か
「
わ

ず
か
の
間
に
濃
い
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
、
派
手
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
態
度
も
ふ
て
ぶ
て
し
く
か
わ
っ
て
い
た
」
な
ど
と
描
写
し
て

い
た
（
毎
日
、
一
〇
月
三
日
）
。
さ
ら
に
、
女
性
で
あ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
ボ
ガ
ド
チ
ル
大
統
領
が
、
学
習
院
大
学
か
ら
名
誉
博

士
号
を
授
与
さ
れ
た
小
さ
な
記
事
が
あ
っ
た
（
読
売
、
一
〇
月
一
五
日
）
。
そ
こ
で
は
「
白
い
ス
ー
ツ
姿
で
登
壇
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

大
統
領
と
い
う
地
位
よ
り
も
、
文
脈
上
で
は
不
必
要
な
服
装
H
女
ら
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
心
理
面
や
行
動
・
態
度
面
で
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
も
目
に
つ
く
。
た
と
え
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
記
事
で
は
「
…
意
志
力
に
自
信
が
な
く
て
も
や
せ
ら
れ
る
の
で
は
、
と
い
う
期
待
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
後
に
も
、
や

せ
た
い
女
性
た
ち
が
訪
れ
て
い
る
」
（
朝
日
、
一
〇
月
五
日
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
「
痩
せ
た
い
願
望
」
と
「
女
性
」
を
ア
・
プ
リ
オ
リ

に
結
び
付
け
、
し
か
も
女
性
は
意
志
力
が
弱
く
、
他
者
へ
の
依
存
な
し
に
は
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
暗
黙
の
女

性
観
が
ほ
の
み
え
る
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
極
地
域
観
測
隊
「
た
だ
｝
人
の
女
性
」
で
、
海
底
の
泥
を
採
取
し
海
氷
園
生
物
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表14女性に関する固定観念に基づく表現（1991年）

女
性
一
般
に
関
し
て

女
ら
し
さ
）

女性について、

容姿・服装な
ど外見を詳し

く述べるもの

心理、行動、

態度面での固
定観念を表す
もの

その他、女性
に関する記述

例

「長い髪、優しい目。彼女の口から、こんな話を
聞かされるとは思わなかった」「『ミス火の国』
に選ばれた美人」「国花、真紅のバラを思わせる
スーツでテレビに登場」「髪も、朝が楽と数年前
からソバージュに。オレンジ、黄、ピンクなど
明るい色がとても似合う」「鮮やかな緑色の法
被を着た二十人のキャンペーンガールが、三っ
のモデル公園を巡回」

「女性客の間から『かわいそうコという同情が絶
えない」「笑顔の裏では『美しさの争いなら負け
ないわ』と火花が散っているかも」「意志力に自

信がなくてもやせられるのでは、という期待か
ら、やせたい女性たちが訪れている」「甘さを抑
え、スタイルが気になる年ごろの女の子の需要
を見込んでいる」「テーブルに飾られた陶器製
の人形やぬいぐるみが女性のオフィスらしく、
華やか」「なんといっても目を引くのは、装うこ
とにかけた女匪たちの執念だ」「優美に、セクシ
ーに研（けん）を競う」「完全な男社会で過ごす
ことについては気にもとめていない様子だが、
『白夜をぜひ体験してみたいですね』と、若い女
性らしい“夢・もちらりとのぞかせた」「女心と
ラグビーボール」「口臭に気を使う女性」

「スーパーレディーをよりすぐった」「新進研究
者の顔に少女の笑みが重なった」「キリッと女
の出番」「女性と子供をつかめ」

小 計

母
親
に
関
し
て
（
母
親
ら
し
さ

女性は母にな
るとの前提に

立つもの

心理、行動、

態度面での母
親の固定観念
を表すもの

その他、母親

に関する記述

「幼児を抱いた母親がデモに参加」「母親が流行
のマージャンに凝り、父親が出張すると娘を実
家に泊まりにやり、人を呼んで徹夜でマージャ
ン卓を囲んだ」

「戦火で父母失い、33歳3女の母」「夫は同期入
省の同じ官房審議官で、一男一女の母」

小 計

主
婦
に
関
し
て

主婦の役割に
関する記述

そ　の　他

「主婦向けワイドショーの格好のテーマ」「『無

農薬』が、食品の安全性に敏感な主婦層に受け
ている」「読者の要望にこたえる細かい記事は
主婦向き」「主婦のエネルギッシュな勤勉さと
好奇心は男性顔負け」

「紅一点応募あり」「今回の人事で妻の出世が一
歩先となった」「警視庁のムードー新とパワー
アップを狙った女性パト」「ミニスカート姿の
女性が増え出すと株価は必ず上がる」「歌手、女
としての広がりが言葉から伝わってきた」「子
育てを終えた五十代のしたたかな目で」

ム
・ 計

朝日

4

10

0

14

0

1

2

3

1

1

19

毎日

7

10

2

19

0

2

2

4

0

7

36

売読

8

6

3

17

0

0

0

0

7

4

28

紙
計
3
合

19

26

5

50

0

3

4

7

8

11

76
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調
査
を
行
う
隊
員
の
紹
介
記
事
の
最
後
の
方
に
は
、
「
新
進
研
究
者
の
顔
に
少
女
の
笑
み
が
重
な
っ
た
」
（
毎
日
、
一
〇
月
二
日
）
と
あ

り
、
国
家
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
職
女
性
の
誕
生
記
事
の
最
後
で
は
、
「
完
全
な
男
社
会
で
過
ご
す
こ
と
に
つ
い
て
は
（
略
）
気
に
と
め
て

い
な
い
様
子
だ
が
、
『
白
夜
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
た
い
で
す
ね
』
と
若
い
女
性
ら
し
い
”
夢
”
も
ち
ら
り
と
の
ぞ
か
せ
た
」
（
読
売
、
一

〇
月
二
日
）
と
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
男
性
で
あ
っ
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「
若
い
男
性
ら
し
い
”
夢
と
と
は
書
か
な
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
彼
が
白
夜
を
見
た
い
と
発
言
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
心
は
早
く
も
向
こ
う
の
国
へ
」
な
ど
と
い
っ
た
記
述
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
ど
ち
ら
の
記
事
も
、
な
ん
だ
か
ん
だ
勇
ま
し
い
こ
と
を
し
て
い
て
も
や
は
り
女
性
だ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
ど
う
し
て
も

言
い
た
い
ら
し
い
（
も
っ
と
も
後
者
の
記
事
に
関
し
て
は
な
ぜ
「
白
夜
の
体
験
」
が
“
女
ら
し
い
”
の
か
自
体
、
わ
か
ら
な
い
）
。
こ
の

よ
う
に
、
従
来
男
性
が
独
占
し
て
い
た
領
域
に
女
性
が
参
入
す
る
際
の
記
述
方
法
に
は
、
い
ま
だ
に
紋
切
り
型
の
表
現
が
目
立
つ
。
こ

う
い
っ
た
女
性
の
容
姿
・
行
動
・
属
性
や
「
女
ら
し
さ
」
の
固
定
観
念
に
基
づ
い
た
表
現
は
、
期
間
中
三
紙
合
計
で
五
〇
件
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
た
。

　
第
三
に
、
「
母
親
ら
し
さ
」
の
固
定
観
念
に
基
づ
く
表
現
は
、
今
回
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
七
件
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
「
主
婦
役
割
」
を

強
調
す
る
文
脈
的
に
不
適
切
な
表
現
も
八
件
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
「
『
無
農
薬
』
が
、
食
品
の
安
全
性
に
敏
感
な
主
婦
層
に
う
け
て
い
る

よ
う
だ
」
（
読
売
、
一
〇
月
二
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
、
食
H
安
全
n
気
配
り
が
主
婦
の
特
性
で
あ
る
か
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
が
み
ら
れ

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
「
妻
」
と
し
て
の
役
割
強
調
の
表
現
も
み
ら
れ
る
。
一
〇
月
五
日
の
毎
日
で
は
、
当
時
海
部
首
相
が
「
続
投
」
の
た
め
の

自
民
党
総
裁
選
へ
の
出
馬
を
断
念
、
政
権
を
降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
報
じ
る
社
会
面
の
脇
に
、
「
“
な
ぐ
さ
め
役
”
は
不
在
　
そ

の
日
夫
人
は
英
国
訪
問
中
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
た
カ
コ
ミ
記
事
を
載
せ
て
い
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
視
察
に
行
っ

て
い
た
の
だ
が
、
妻
は
「
な
ぐ
さ
め
役
」
と
し
て
夫
の
そ
ば
に
常
に
い
る
も
の
と
の
前
提
ら
し
い
。
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こ
れ
ら
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
対
し
て
、
男
性
の
心
理
・
行
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
「
ス
カ
ー
ト
の
丈
が
短
く
な
っ
て
喜

ぶ
の
は
結
局
世
の
男
性
諸
氏
ば
か
り
」
（
読
売
、
一
〇
月
三
日
夕
刊
）
や
、
C
M
制
作
者
に
つ
い
て
の
記
事
で
の
「
こ
う
し
た
男
た
ち

を
、
1
5
秒
の
狙
撃
兵
と
呼
ぶ
」
（
読
売
、
一
〇
月
八
日
夕
刊
）
な
ど
、
好
色
、
ミ
リ
タ
ン
ト
と
い
っ
た
従
来
の
男
性
・
父
親
の
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
に
基
づ
く
も
の
が
毎
日
三
件
、
読
売
七
件
の
計
一
〇
件
み
ら
れ
た
。
表
1
4
の
女
性
に
関
す
る
表
現
の
合
計
七
六
件
と
比
較
す
る

と
圧
倒
的
に
少
な
い
。

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
も
の
と
並
ん
で
、
今
回
は
新
し
い
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
た
と

え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
首
相
の
紹
介
コ
ラ
ム
で
「
ミ
ー
ア
夫
人
と
の
間
に
一
女
」
（
読
売
、
一
〇
月
四
日
）
と
、
男
性
で
も
家
族
構
成
に

ふ
れ
ら
れ
た
り
、
「
色
白
長
身
。
や
さ
し
い
薩
摩
っ
ぽ
の
奮
闘
は
、
ま
だ
続
く
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
一
日
）
、
「
耳
を
ピ
ア
ス
で
飾
り
、

ポ
ル
シ
ェ
を
駆
る
夢
い
っ
ぱ
い
の
男
は
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
五
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
男
性
の
容
姿
や
態
度
・
心
理
へ
の
言
及

が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
（
朝
日
一
件
、
読
売
六
件
の
計
七
件
）
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（1）

2

女
性
が
“
隠
さ
れ
る
”
こ
と
に
よ
る
性
差
別
的
な
表
現

代
表
す
る
の
は
常
に
男
性

　
い
ま
ま
で
み
て
き
た
女
性
に
対
す
る
性
差
別
的
な
表
現
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
や
性
役
割
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
現
代
の
性
差
別
的
文
化
を
知
ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
培
養
す
る
と
考
え
ら
れ
る
指
標
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
顕
在
的
な
、

“
目
に
見
え
る
”
性
差
別
表
現
で
あ
る
。
だ
が
、
「
女
性
」
が
目
に
見
え
て
強
調
さ
れ
な
い
表
現
の
中
に
も
、
女
性
と
男
性
と
で
扱
い
の

異
な
る
性
の
二
重
規
準
は
根
深
く
潜
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
潜
在
的
性
差
別
表
現
、
あ
る
い
は
“
女
性
隠
し
”
の
表
現
と
呼
ん
で
お
こ
う
。



國學院法學第32巻第3号（1994）　136

　
そ
の
典
型
が
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
際
し
て
家
族
単
位
で
報
道
さ
れ
る
時
に
、
男
性
の
名
前
が
使
わ
れ
女
性
の
名
前
が
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
な
い
、
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
火
災
や
強
盗
事
件
な
ど
の
報
道
に
は
通
常
、
発
生
地
と
「
O
A
さ
ん
方
」
（
○
印
は

姓
、
A
な
ど
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
名
を
あ
ら
わ
す
）
と
い
う
記
述
が
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
○
の
部
分
に
入
る
姓
は
、
読
売
一
〇

月
一
〇
日
都
民
版
で
の
「
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
＊
野
＊
一
さ
ん
（
四
七
）
方
二
階
寝
室
か
ら
出
火
」
と
い
っ
た
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
が
男
性
名
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
期
間
中
に
一
般
人
が
巻
き
込
ま
れ
る
出
来
事
は
少
な
か
っ
た
が
、
表
1
5
に
示
す
よ

う
に
「
O
A
さ
ん
方
」
に
入
る
姓
名
四
件
は
全
て
男
性
名
で
女
性
名
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
保
護
者
と
し
て
「
O
B
さ
ん
の
長

女
・
次
男
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
る
時
に
入
る
姓
名
も
一
三
件
の
全
て
が
男
性
名
で
、
女
性
の
保
護
者
名
の
記
載
は
な
い
。
朝
日
一
〇
月

八
日
社
会
面
で
の
「
小
3
少
女
が
不
明
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
を
例
に
取
れ
ば
、
「
会
社
員
＊
村
＊
二
さ
ん
（
四
三
）
の
次
女
」
と
、
保

護
者
名
に
は
男
性
の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
「
母
親
は
午
後
五
時
半
ご
ろ
帰
宅
」
と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
母
親
も
お
り
、
働

い
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
報
道
で
は
男
性
名
で
コ
家
」
を
代
表
し
て
い
る
。
男
性
が
子
ど
も
の
保
護
者
で

あ
る
と
い
う
根
強
い
前
提
を
新
聞
も
ま
た
踏
襲
し
て
、
“
女
性
隠
し
”
の
記
事
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
家
の
代
表
と
し
て
に
し
ろ
保
護
者
と
し
て
に
し
ろ
、
男
性
名
が
多
い
の
は
、
そ
の
一
家
の
世
帯
主
に
男
性
が
多
い
か
ら
だ
と
い
う

議
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
世
帯
主
」
を
男
性
と
す
る
観
念
と
実
態
に
は
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
世
帯
主
」
を
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
代
表
者
と
す
る
考
え
方
自
体
が
問
題
を
含
む
こ
と
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

（2）

男
性
の
姓
名
の
あ
と
に
し
か
出
て
こ
な
い
女
性
の
名

女
性
が
、
事
件
・
事
故
の
当
事
者
で
あ
る
ケ
ー
ス
で
さ
え
、
個
人
と
し
て
姓
名
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
抵
が
「
○
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　　　　　　　　表15　家族・親・夫婦の代表（1991年）

単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

　4

　0

13

　0

30

　1

　3

　0

　5

　0

12

　1

　0

　0

　5

　0

11

　0

1
0
3
0
7
0

男性

女性

男性

女性

家族（「OAさん方」のOAに入る個人名）※

親（「OBさんの長女」のOBに入る個人名）

「OCさんの妻」という表現

「ODさんの夫」という表現
夫婦

※○〈マル印〉は姓、Aなどアルファベットは名を表す

C
さ
ん
の
妻
D
さ
ん
」
と
い
う
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
夫
の
妻
と
し
て
女
性
は
姓
の
つ
か
な
い

名
の
み
で
表
現
さ
れ
る
。

　
た
と
え
ば
毎
日
の
一
〇
月
一
二
日
夕
刊
社
会
面
の
記
事
に
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
女
性

が
怪
我
を
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
「
会
社
員
、
＊
橋
＊
男
さ
ん
（
四
三
）
方
の
裏
山

が
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
崩
れ
、
（
略
）
六
畳
問
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
＊
橋
さ
ん

の
妻
＊
子
さ
ん
（
三
八
）
が
頭
に
軽
症
を
負
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
災
害
に
巻
き
込

ま
れ
怪
我
を
し
た
当
事
者
は
女
性
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肩
書
つ
き
フ
ル
ネ
ー
ム
の

男
性
の
「
妻
」
と
し
て
の
み
、
下
の
名
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
例

と
し
て
、
読
売
一
〇
月
一
二
日
夕
刊
の
社
会
面
に
載
っ
た
、
放
火
容
疑
者
逮
捕
の
記
事
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
容
疑
者
は
「
無
職
、
＊
島
＊
雄
さ
ん
（
五
九
）
方
一
階
玄
関
わ
き

に
置
い
て
あ
っ
た
段
ボ
ー
ル
に
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
」
、
そ
れ
に
よ
り
「
こ
の
火
事
で
、

＊
島
さ
ん
の
妻
＊
＊
子
さ
ん
（
五
九
）
が
全
身
や
け
ど
を
負
っ
て
問
も
な
く
死
亡
」
し
た
こ

と
を
報
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
だ
れ
そ
れ
の
妻
と
い
っ
た
、
主
体
と
し
て
の
女
性
が
“
隠
さ
れ
た
”
表

現
は
、
女
性
・
妻
を
一
人
の
社
会
的
に
独
立
し
た
個
人
と
し
て
扱
わ
ず
、
男
性
・
夫
の
“
従

属
変
数
”
扱
い
す
る
女
性
観
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
前
稿
で
は
、
八
五
年
の
調
査
結
果
に

も
と
づ
き
、
新
聞
に
は
女
性
の
社
会
的
立
場
を
決
定
す
る
の
は
夫
で
あ
る
と
で
も
い
い
た

げ
な
表
現
が
多
い
と
い
う
批
判
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
批
判
は
現
在
で
も
有
効
と
思
わ
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れ
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
夫
の
姓
名
に
付
随
し
た
女
性
名
の
例
は
表
1
5
に
示
し
た
よ
う
に
三
〇
件
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
反
対
の
「
O
D
さ
ん

の
夫
」
と
い
っ
た
女
性
の
姓
名
に
男
性
が
「
夫
」
と
し
て
付
随
す
る
表
現
は
、
わ
ず
か
一
件
し
か
な
か
っ
た
。
未
だ
に
女
性
は
名
前
と

い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
剥
奪
さ
れ
、
社
会
の
表
面
か
ら
隠
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

（1）

3

業
績
・
達
成
・
地
位
評
価
に
す
べ
り
込
む
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

男
性
は
業
績
、
女
性
は
美

　
新
聞
表
現
の
中
で
も
う
ひ
と
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
業
績
評
価
、
地
位
評
価
に
す
べ
り
込
ん
で
く
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
表
現
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
H
性
の
二
重
規
準
と
は
、
広
義
に
は
、
女
性
と
男
性
と
で
は
異
な
る
役
割
期
待
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

そ
の
評
価
の
尺
度
が
女
性
と
男
性
と
で
別
建
て
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
さ
す
。
従
っ
て
、
大
き
く
み
れ
ば
、
既
に
論
じ
て
き
た
こ
と
は

全
て
女
性
と
男
性
に
対
す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
作
用
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
前
回
調
査
に
お
い
て
、
八
五
年
一
〇
月
に
来
日
し
た
ソ
連
大
統
領
（
当
時
）
ミ
カ
エ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ラ
イ
サ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ

ワ
に
つ
い
て
、
夫
が
軍
縮
な
ど
政
治
的
発
言
や
役
割
の
観
点
か
ら
報
道
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
妻
の
方
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
容
姿
や

服
装
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
両
者
で
報
道
規
準
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
こ
の
傾
向
は
、
そ
れ
か
ら
六
年
た
っ
た
九
一

年
に
な
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
気
配
を
み
せ
て
は
い
な
い
。
調
査
期
間
外
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
年
四
月
に
二
人
が
来
日
し
た
際

の
四
月
一
八
日
付
朝
日
社
会
面
の
ラ
イ
サ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
ワ
に
つ
い
て
の
記
事
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
夫
は
交
渉
　
妻

は
交
流
」
「
好
奇
心
大
使
　
ラ
イ
サ
夫
人
」
と
い
っ
た
見
出
し
に
始
ま
り
、
花
束
に
顔
を
う
ず
め
る
動
作
や
「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
目
立
っ
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た
」
「
ち
ゃ
め
っ
気
も
見
せ
た
」
こ
と
な
ど
を
強
調
し
、
最
後
の
「
来
日
以
来
、
い
く
通
り
も
の
装
い
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
」
と
い
う

く
だ
り
で
は
、
服
装
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
へ
の
言
及
に
終
始
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
相
変
わ
ら
ず
男
性
と
は
異
な
る
報
道
規
準
で
報
道

が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
う
ち
で
も
特
に
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
女
性
と
男
性
が
同
様
の
こ
と
を
お
こ

な
っ
た
り
類
似
し
た
地
位
に
つ
い
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
行
動
、
役
割
な
ど
が
性
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
評
価
を
受
け
、
異
な
っ
た
表

現
が
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
現
れ
方
で
あ
る
。
男
性
で
あ
れ
ば
「
知
性
」
と
「
行
動
力
」
、
女
性
で
あ
れ
ば
「
美
」
と
「
従
順
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
が
社
会
的
な
性
役
割
期
待
で
あ
る
こ
と
は
心
理
学
な
ど
の
知
見
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
性
中
立
的
な
業
績
・
地
位
・
達
成

を
紙
面
で
紹
介
す
る
べ
き
と
き
に
、
女
性
の
場
合
に
は
、
単
な
る
業
績
や
達
成
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
女
性
の
“
美
し
さ
”
や
“
家
庭

性
”
に
関
す
る
評
価
的
な
記
述
が
す
べ
り
込
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
報
道
の
二
重
規
準
を
狭
義
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
と

こ
こ
で
は
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　
た
と
え
ば
労
働
省
婦
人
局
の
局
長
に
松
原
亘
子
官
房
審
議
官
が
内
定
し
た
こ
と
を
扱
う
カ
コ
ミ
記
事
で
は
、
「
夫
は
同
期
入
省
の
同
じ

官
房
審
議
官
で
、
一
男
一
女
の
母
。
今
回
の
人
事
で
妻
の
出
世
が
一
歩
先
と
な
っ
た
」
（
毎
日
、
一
〇
月
二
日
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
“
バ

リ
バ
リ
の
仕
事
”
を
し
な
が
ら
も
独
身
で
は
な
く
家
庭
を
（
ち
ゃ
ん
と
）
持
っ
た
「
妻
」
で
あ
り
「
母
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、

夫
よ
り
も
出
世
が
先
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
何
か
一
言
い
い
た
そ
う
な
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
男
性
と
同
じ
仕
事
を
し
実
力
で
得
た
地

位
な
の
に
、
文
脈
的
に
は
無
関
係
か
つ
不
必
要
な
“
家
庭
性
”
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
男
性
に
先
ん
じ
る
こ
と
を
普
通
で
は
な
い
こ

と
と
す
る
社
会
意
識
を
す
べ
り
込
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
従
来
男
性
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
業
績
や
地
位
を
達
成
し
た
女
性
は
、

大
抵
、
記
事
文
で
そ
の
達
成
以
外
に
何
か
付
け
加
え
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
。
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（2）

一
般
記
事
に
お
け
る
女
性
男
性
の
敬
称
の
使
い
分
け

　
同
じ
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
現
方
法
が
女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
二
重
規
準
の
表
現
で
、
最
も
見
え

や
す
く
、
か
つ
紙
面
上
で
定
着
し
て
い
る
の
が
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
で
あ
ろ
う
。
前
回
同
様
両
性
に
対
す
る
敬

称
の
使
用
法
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
吟
味
を
行
っ
た
。
典
型
的
な
敬
称
の
使
い
分
け
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な

印
象
を
与
え
る
「
氏
」
と
そ
れ
よ
り
一
段
下
、
あ
る
い
は
よ
り
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
印
象
を
与
え
る
「
さ
ん
」
の
性
別
に
よ
る
使
い
分

け
、
お
よ
び
業
績
あ
る
女
性
を
「
氏
」
で
は
な
く
「
女
史
」
と
す
る
表
記
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
に
は
姓
と
名
の
フ
ル
ネ
ー
ム
を
用
い

る
の
に
対
し
、
女
性
は
名
だ
け
が
記
載
さ
れ
る
傾
向
も
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
表
1
6
は
、
同
じ
一
般
記
事
の
中
で
女
性
と
男
性
が
登
場

す
る
場
合
に
敬
称
や
名
称
が
ど
う
使
い
分
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
男
性
に
は
「
氏
」
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
あ
る
い
は
「
女
史
」

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
同
じ
死
亡
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
す
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
異
な
っ
た
扱
い
が
な
さ

れ
て
い
る
か
、
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
普
通
の
記
事
の
中
で
は
、
両
性
が
登
場
す
る
場
合
に
女
性
に
対
し
て
敬
称
「
さ
ん
」
を
使
用
し
、
男
性
に
対
し
て
は
「
氏
」

を
使
用
す
る
使
い
分
け
が
三
紙
で
二
五
件
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
性
に
「
女
史
」
と
記
し
男
性
に
は
「
氏
」
と
す
る
使
い
分
け
は
七
件

み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
女
性
は
「
E
さ
ん
」
と
名
の
み
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
は
「
○
さ
ん
」
な
い
し
「
O
F
さ
ん
」
と

姓
ま
た
は
姓
と
名
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
使
い
分
け
も
少
な
く
な
く
、
二
六
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
（
○
印
は
姓
、
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
は
名
を
表
す
）
。

　
カ
ウ
ン
ト
は
し
な
か
っ
た
が
興
味
深
い
一
例
が
あ
る
。
時
あ
た
か
も
宮
沢
り
え
の
ヌ
ー
ド
写
真
集
の
広
告
が
各
紙
に
大
き
く
掲
載
さ

れ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
予
約
の
殺
到
や
社
会
的
反
響
を
「
事
件
」
と
し
て
報
じ
る
見
出
し
は
「
騒
然
！
り
え
ち
ゃ
ん
ヌ
ー
ド
写
真
集
」
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と
、
名
だ
け
で
し
か
も
「
ち
ゃ
ん
」
付
け
で
あ

っ
た
（
読
売
、
一
〇
月
一
五
日
）
。
女
性
の
タ
レ

ン
ト
は
多
く
が
名
の
み
で
「
ち
ゃ
ん
」
付
け
で

呼
ば
れ
る
が
、
同
じ
タ
レ
ン
ト
で
も
男
性
に
付

け
ら
れ
る
「
ち
ゃ
ん
」
は
、
大
抵
が
「
ウ
ッ
チ

ャ
ン
、
ナ
ン
チ
ャ
ン
」
の
よ
う
に
苗
字
に
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼

ら
れ
て
い
る
（
本
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
村
光
良
、
9
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

南
原
清
隆
）
。
姓
は
苗
字
と
し
て
公
的
な
意
味
を
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差

持
ち
、
名
は
よ
り
私
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
が
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称

女
性
は
私
的
な
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
や
社
会
の
身
近
な
所
有
物
と
化
す
の
称

　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
こ
れ
ら
、
女
性
と
男
性
と
で
敬
称
や
姓
名
の
表

扱
い
を
使
い
分
け
て
い
る
表
現
は
期
間
中
合
計

で
五
八
件
に
達
し
、
両
性
が
同
一
記
事
に
登
場

し
た
場
合
も
使
い
分
け
を
行
わ
ず
、
女
性
と
男

性
と
も
に
「
氏
」
で
一
貫
し
て
い
る
記
事
五
件

と
は
大
き
な
隔
た
り
を
み
せ
た
。

単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

25

　7

40

　4

　3

20

13

　3

12

8
1
8

261187

3003

　2

　5

738

　　0

　　3

288

　0

　　1

201

　　2

　　1

249

181597151

85303520

　9

18

3
6

3
6

3
6

4103

9333

女性が「さん」で男性が「氏」

女性が「女史」で男性が「氏」

女性名のみで「女史」

女性は名、男性は姓または姓名

で表現するもの

女性名のみで「女史」と「さん」

を併記

女性名のみで「氏」

女性・男性とも「氏」

男性名のみで「氏」

女性が「さん」で男性が「氏」

男性名（複数）のみですべて
「氏」

女性名1つのみで「さん」

男性名1つのみで「氏」

男性（複数）のみで一方は
「氏」、一方は「さん」

その他

同一一般記事中の

　敬称・呼称

同一死亡記事中の

　　　敬称・呼称
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次
に
、
女
性
だ
け
が
単
独
で
登
場
す
る
記
事
に
お
い
て
ど
う
い
う
敬
称
の
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
か
を
み
た
と
こ
ろ
、
「
女
史
」
の
使

用
が
四
〇
件
に
の
ぼ
り
、
「
女
史
」
と
「
さ
ん
」
の
併
記
が
三
件
み
ら
れ
た
ほ
か
、
「
氏
」
で
一
貫
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
二
件
に
と

ど
ま
っ
た
。
一
方
、
男
性
だ
け
が
単
独
で
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
る
時
の
「
氏
」
は
期
間
中
七
三
八
件
に
達
し
て
い
る
（
女
性
・
男
性
と
も

単
独
で
出
現
し
た
際
の
「
さ
ん
」
に
つ
い
て
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
）
。
つ
ま
り
、
同
一
記
事
で
女
性
と
男
性
が
登
場
す
る
と
き
は
男

性
が
「
氏
」
で
女
性
が
「
さ
ん
」
と
さ
れ
、
女
性
が
単
独
で
あ
れ
ば
「
さ
ん
」
か
「
女
史
」
、
男
性
が
単
独
で
あ
れ
ば
「
さ
ん
」
か
「
氏
」

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
氏
」
は
硬
く
、
高
地
位
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
公
的
人
物
の
印
象
を
与
え
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
、
「
さ
ん
」
に
は
柔
ら
か
く
親
し
み
や
す
い
「
同
等
の
位
置
の
人
」
と
い
う
印
象
が
あ
る
こ
と
は
前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
前
者
に
男

性
が
、
後
者
に
女
性
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
た
と
え
女
性
が
、
同
一
記
事
に
登
場
し
た
男
性
と
同
じ
業
績
や

地
位
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
敬
称
が
使
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
は
女
性
よ
り
一
歩
上
と
の
印
象
を
意
識
的
・
無
意

識
的
に
読
者
に
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
氏
」
と
い
う
発
音
は
日
常
的
な
会
話
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
は
あ
ま
り
聞
い
た
り
口
に

し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
、
書
き
こ
と
ば
専
用
の
語
と
い
え
る
。
別
言
す
る
と
新
聞
は
、
こ
の
文
字
と
い
う
視
覚
に
訴
え
る
敬
称
の
違

い
を
日
常
的
に
紙
面
で
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
男
女
の
上
下
関
係
観
を
無
自
覚
的
に
再
生
産
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
続
い
て
、
「
女
史
」
と
い
う
こ
と
ば
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
、
調
査
期
間
中
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
二
人
の
女
性
に
関
す
る
記
事

を
例
に
と
り
、
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
〇
月
四
日
付
の
朝
刊
各
紙
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
作
家
、
ナ
デ
ィ
ン
・
ゴ
ー
デ

ィ
マ
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
そ
の
際
の
呼
び
方
を
み
る
と
、
「
女
性
作
家
」
と
か
「
白
人
女
流
作
家
」

に
加
え
て
、
読
売
の
よ
う
に
「
ゴ
ー
デ
ィ
マ
女
史
」
に
終
始
し
て
い
る
新
聞
も
あ
っ
た
。
毎
日
で
は
、
「
ゴ
ー
デ
ィ
マ
さ
ん
」
と
し
て
い
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た
が
、
同
じ
記
事
の
中
に
彼
女
が
支
援
し
た
人
物
と
し
て
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
」
と
あ
り
、
使
い
分
け
が
み
ら
れ
る
。
同
日
付

夕
刊
で
は
各
紙
と
も
文
化
面
で
研
究
者
に
よ
る
外
部
の
署
名
原
稿
を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
時
に
付
け
ら
れ
た
ロ
イ
タ
ー
提
供
写
真
の
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
で
の
敬
称
は
、
朝
日
が
「
ゴ
ー
デ
ィ
マ
さ
ん
」
、
毎
日
が
「
ゴ
ー
デ
ィ
マ
氏
」
、
読
売
が
「
ゴ
ー
デ
ィ
マ
女
史
」
と
な
っ
て

い
た
。

　
続
く
一
〇
月
一
五
日
付
朝
刊
各
紙
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
主
化
運
動
の
指
導
者
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
一
面
で
報
じ
た
。
大
見
出
し
は
、
朝
日
が
「
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
に
」
、
毎
日
が
「
ス
ー
・
チ
ー
女
史
に
」
、
読
売
が

「
軟
禁
下
の
ス
ー
チ
ー
女
史
」
で
、
朝
日
の
み
「
さ
ん
」
の
見
出
し
で
あ
っ
た
。
一
面
や
社
会
面
、
国
際
面
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
記

事
で
の
本
文
記
述
は
、
毎
日
・
読
売
の
場
合
一
面
は
「
女
史
」
で
一
貫
、
読
売
は
社
会
面
で
は
「
さ
ん
」
で
統
一
さ
れ
て
い
た
が
毎
日

は
全
面
「
女
史
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
朝
日
は
一
面
と
社
会
面
で
「
女
史
」
と
「
さ
ん
」
の
混
合
使
用
が
な
さ
れ
、
国
際
面
で
は
す

べ
て
「
女
史
」
と
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
読
売
一
面
の
場
合
、
ト
ッ
プ
記
事
で
は
見
出
し
を
含
め
一
四
カ
所
、
「
編
集
手
帳
」
欄
で
は

四
カ
所
「
女
史
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
ス
ー
チ
ー
女
史
は
一
九
七
二
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
に
知
り
合
っ
た
英
人
学

者
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
リ
ス
（
略
）
氏
と
結
婚
、
二
児
が
あ
る
が
」
と
、
彼
女
に
は
「
女
史
」
を
、
夫
に
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。

　
も
と
も
と
「
女
史
」
は
、
昔
の
「
女
官
」
の
ひ
と
つ
の
位
を
意
味
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
ま
は
社
会
的
地
位
や
名
声
の
あ
る
女

性
に
使
用
さ
れ
る
敬
称
と
な
っ
て
い
る
（
『
大
辞
林
』
ほ
か
）
。
し
か
し
現
在
の
用
法
の
中
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
「
硬
い
」
「
女
だ
て
ら

に
」
な
ど
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
気
性
に
勝
っ
た
女
性
を
か
ら
か
い
気
味
に
言
う
時
に
も
用
い
ら
れ
る
」

（
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
）
。
ま
た
最
近
は
外
国
人
の
女
性
に
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
一
部
の
新
聞
の
見
出
し
で
「
女
史
」
と
せ
ず
「
さ

ん
」
と
し
た
点
は
、
そ
う
い
っ
た
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
語
を
あ
え
て
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
評
価
さ
れ
よ
う
が
、
一
方
で

そ
の
よ
う
な
「
さ
ん
」
づ
け
の
見
出
し
を
付
け
た
新
聞
も
、
本
文
記
事
で
は
「
女
史
」
「
さ
ん
」
入
り
混
ぜ
て
使
っ
て
い
る
点
に
は
疑
問
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が
残
る
。
ゴ
ー
デ
ィ
マ
や
ス
ー
・
チ
ー
に
は
所
属
先
や
肩
書
が
な
く
、
男
性
の
受
賞
者
に
は
敬
称
を
代
替
す
る
「
教
授
」
や
「
博
士
」

「
1
1
世
」
な
ど
の
肩
書
を
も
つ
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
、
事
情
と
し
て
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
翌
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

賞
の
受
賞
者
は
所
属
や
肩
書
が
な
い
男
性
の
作
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
人
物
は
「
氏
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
説
明
す
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
こ
う
し
た
女
性
に
対
す
る
敬
称
の
つ
け
方
に
関
し
て
、
本
調
査
終
了
後
の
一
一
月
二
日
の
朝
日
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
欄
で
「
ス
ー
・

チ
ー
『
さ
ん
』
そ
れ
と
も
『
女
史
』
？
　
呼
び
方
分
か
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
報
道
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
各
紙
が
ど
の
よ

う
に
彼
女
の
呼
称
を
報
道
し
た
か
を
検
証
し
た
あ
と
で
、
敬
称
の
性
に
よ
る
使
い
分
け
の
理
由
を
各
社
の
デ
ス
ク
や
広
報
担
当
な
ど
に

訊
ね
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
た
理
由
は
、
①
男
性
の
「
氏
」
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
②
女
性
に
対
す
る
「
さ
ん
」
よ
り
重
い
敬
語
と
し

て
、
③
外
国
人
な
ど
の
場
合
「
さ
ん
」
や
「
氏
」
で
は
性
の
別
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ど
う
い
う
と
き
に

「
女
史
」
を
使
用
す
る
か
と
い
う
基
準
は
、
各
社
と
も
特
に
定
め
て
い
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
新
聞
に
よ
っ
て
は
、
「
女
史
」
に
は
差

別
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
自
覚
し
た
り
、
こ
の
こ
と
ば
の
使
用
が
適
切
か
ど
う
か
を
疑
問
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
「
さ
ん
」

に
統
一
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
新
聞
も
あ
る
。

（3）

死
亡
記
事
に
お
け
る
「
さ
ん
」

と
「
氏
」
の
使
い
分
け

　
一
般
記
事
に
も
増
し
て
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
が
顕
著
な
の
が
、
死
亡
記
事
で
あ
る
。
表
1
6
の
下
部
分
は
、
死

亡
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
使
い
分
け
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
同
一
死
亡
記
事
の
中
で
女
性
に
対
し
て
は
「
さ
ん
」

を
使
用
し
、
男
性
に
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
る
ケ
ー
ス
が
三
紙
合
計
で
一
八
一
件
と
最
も
多
く
、
死
亡
記
事
全
三
〇
六
件
の
六
割
を
占
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め
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
が
、
同
一
死
亡
記
事
の
中
で
男
性
名
だ
け
が
複
数
登
場
し
、
両
者
と
も
「
氏
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

で
八
五
件
、
率
に
し
て
三
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
に
対
し
「
氏
」
が
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
表
1
6
だ
け
で
は
、
男
性
が
「
氏
」
に
対
し
女
性
が
「
さ
ん
」
と
い
う
二
重
規
準
の
存
在
は
わ
か
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
人
び

と
が
死
亡
者
本
人
な
の
か
喪
主
な
の
か
の
別
や
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
死
亡
欄
に
掲
載
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
の
ま
ま
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
死
亡
者
本
人
の
性
別
と
属
性
、
喪
主
の
性
別
と
属
性
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
て
み
た
と
こ
ろ
表
1
7
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
た
。
同
表
の
三
紙
合
計
欄
を
み
る
と
、
「
女
性
ー
さ
ん
／
男
性
H
氏
」
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
一
八
一
件
の
死
亡
記
事
の
う

ち
、
八
割
近
く
の
二
二
九
件
は
「
男
性
の
死
者
d
氏
／
女
性
の
喪
主
H
さ
ん
」
で
あ
り
、
残
り
の
四
二
件
が
「
女
性
の
死
者
H
さ
ん
／

男
性
の
喪
主
H
氏
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
男
性
の
死
者
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
は
「
著
名
人
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性

の
死
者
の
多
く
は
「
著
名
人
の
母
」
か
「
著
名
人
の
妻
」
と
し
て
亡
く
な
り
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
女
性
は
母
か
妻
と
し
て
し

か
公
的
世
界
に
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
女
性
の
死
者
の
著
名
人
は
三
紙
合
計
で
七
件
と
少
数
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
場
合
も
「
さ
ん
」

呼
称
で
あ
る
が
、
喪
主
は
長
男
を
中
心
と
す
る
男
性
で
あ
り
、
こ
の
著
名
人
女
性
の
息
子
た
ち
に
は
、
「
さ
ん
」
づ
け
の
母
よ
り
“
格
”

が
上
と
さ
れ
る
「
氏
」
が
つ
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、
男
性
で
あ
れ
ば
年
齢
や
肩
書
・
地
位
に
関
係
な
く
ほ
と
ん
ど
「
氏
」
が
機
械
的

に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
記
事
や
死
亡
欄
な
ど
に
お
け
る
男
性
に
は
「
氏
」
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
記
は
、
前

回
八
五
年
調
査
と
比
べ
て
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
現
場
の
あ
る
新
聞
記
者
に
そ
の
点
を
訊
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
V

ス
ク
が
そ
れ
を
改
め
な
い
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
報
道
内
容
に
お
け
る
性
別
が
重
要
な
「
情

報
」
と
し
て
新
聞
側
に
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
。
従
っ
て
で
き
ご
と
に
か
か
わ
っ
た
人
物
が
ま
ず
女
か
男
か
を
記
事
に
明

示
し
な
い
よ
う
な
文
章
は
最
低
限
の
「
情
報
」
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
記
者
と
し
て
「
落
第
」
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
次
い
で
、
読
者
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ける敬称の使い分けの内訳 単位：件数

毎 日

　女性　　　　男性　　記
　　　　　　　　　　　　載
　　　　　1　　、息、お　　　’
　娘め　　・　子い　　：な
妻粛母i夫緯父1し

49　5　　　：　　　　　　：

（49）（5）　1

　　　　　：　　4
　　　　　：　　6

　　　　　i34
　　　　　i（3）（14）

495031400
9
6

2

0　　　0　　　0　　　0　　　35　　0　　　0

3

6

1
50　　5　　　0　　　3　　49　　0　：11

ム
・
　
計

54

0
0
0
（54）

4
武
U
O
ワ
‘

（17）

71

9
6
0

2

35

118

読 士
冗

記
載
な
し

　
　
父

性
お
い
養
子

男
息
子
・
孫

　
　
夫

　
　
母

性
め
い

女
娘
・
孫

　
　
妻

42　3　　　：

1　　　　　：

（43）（3）

ー
ワ
’
り
乙

1
　
2
’（3）（10）

43　　3　　　0　　　3　　10　　0　　　0

2
8

2

0　　　0　　　0　　　0　　　30　　　0　　　0

3

6

1 1

44303420：10

△
・
　
計

45

1
0
0
（46）

2
7
0
4
（13）

59

2
8
0

2

30

102

3
紙
合
計

8
Q
J
1
0
0

1

（139）

　7

20

　0

15

（42）

181

66

19

0
85

　
　
　
8

9
1
0
1

306
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表17　同一死亡記事中にお

女
性
が
「
さ
ん
」
で
男
性
が
「
氏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
使
い
分
け

男性死者「氏」

　／女性「さん」

死者本人

喪主

著　名　人
著名人の父
著名人の息子

著名人の夫

（小 計）

（小 計）

ム
・ 計

塵芋裡　男性死者「氏」

　べ名
　て複　　　／男性「氏」

　数

著　名　人
著名人の父
著名人の息子

△
・ 計

－
名
登
場
で

「
さ
ん
」
の
み

又
は
「
氏
」
の
み

そ

の

他

女性名1つのみで「さん」

男性名1つのみで「さん」

女性名1つのみで「氏」

男性名1つのみで「氏」

男性死者「氏」／男性「さん」

男性死者「さん」／男性「氏」

その他男性死者の記述

その他女性死者き記述（「女史」）

男性死者「さん」／女性「さん」

死亡記事総合計

朝 日

女性 男性

瓢
な
し

　
父

お
い
養
子

息
子
・
孫
夫

　
母

　
め
い

娘
・
孫
妻

記
載

36　3

（36）（3）

　　　15

　　　i4
（3）　i（9）

36　3　010 3　0：9
15

1　　：4

0　0　0：0　16 40
り
D
－
　

久
》

1 1

36　　4　　　0　：　0　　22 0　24

ム
・

計

39

0
0
0
0
（39）

1
7
0
4
（12）

51

5

1
5
0
20

3
1
0
久
U

86
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に
も
女
か
男
か
を
わ
か
ら
せ
る
た
め
に
は
、
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
は
便
利
な
の
だ
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
「
O
G
氏
」
と
あ

れ
ば
読
者
は
こ
の
人
は
男
性
と
判
り
、
「
O
H
さ
ん
」
と
あ
れ
ば
こ
れ
は
女
性
だ
と
判
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
し
か
し
、
読
者
が
ニ
ュ
ー
ス
の
中
の
人
物
の
性
別
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
れ
ば
そ
う
い
う
性
別
の
明
示
は
必
要
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

先
述
の
よ
う
に
性
の
明
示
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
性
別
に
引
き
ず
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
「
物
語
」
を
わ
れ
わ
れ
は
作
り
や
す

い
危
険
性
が
あ
る
。
使
い
分
け
に
よ
っ
て
性
の
違
い
が
わ
か
る
の
で
便
利
だ
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
死
亡
記
事
な
ど
は
読
者
は
あ
ら

か
じ
め
そ
の
人
を
知
っ
て
い
る
か
ら
目
を
と
め
る
の
で
あ
っ
て
、
性
の
別
は
先
刻
ご
承
知
の
は
ず
で
あ
る
。
先
の
説
明
は
理
に
か
な
わ

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

皿

一
九
八
五
年
調
査
と
の
比
較

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
の
新
聞
記
事
に
描
か
れ
た
女
性
お
よ
び
男
性
に
関
す
る
非
対
等
な
表
現
を
分
類
・
カ

ウ
ン
ト
し
、
分
析
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
調
査
は
、
一
九
八
五
年
の
従
前
の
調
査
を
踏
襲
し
た
二
度
目
の
調
査
で
あ
り
、
女
性
と
男
性

の
平
等
の
進
み
具
合
と
、
平
等
を
推
進
す
る
役
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
を
み
る
も
の
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
問
、
一
九
八
五
年
六
月
に
は
女
性
差
別
撤
廃
条
約
が
批
准
さ
れ
、
七
月
に
国
連
女
性
の
一
〇
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
が
開
催
さ
れ
、

本
稿
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
一
九
八
六
年
四
月
に
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
も
施
行
さ
れ
て
、
女
性
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
な
飛
躍
を

み
た
。
八
七
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
は
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
「
子
連
れ
出
勤
論
争
（
ア
グ
ネ
ス
論
争
）
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
八

○
年
代
後
半
か
ら
は
夫
婦
別
姓
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
な
ど
が
市
民
権
を
得
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
。
よ
き
に
つ

け
悪
し
き
に
つ
け
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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メ
デ
ィ
ア
も
、
新
聞
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
動
き
を
伝
え
、
「
女
性
問
題
」
の
議
題
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
果
た
し
て

そ
れ
に
見
合
う
ほ
ど
、
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
女
性
と
男
性
に
関
し
て
平
等
な
表
現
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
八
五

年
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
解
放
や
両
性
の
平
等
の
指
標
が
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
を
み
て
み
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、

新
聞
に
お
け
る
表
現
は
、
そ
の
時
々
の
事
件
や
話
題
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
ど
れ
ほ
ど
の
量
の
差
を
も
っ
て
変
化
が

あ
っ
た
と
断
定
で
き
る
か
は
難
し
い
。
こ
の
点
は
、
記
述
や
読
み
取
り
に
あ
た
っ
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
前
回
調

査
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
の
記
載
事
項
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
今
回
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
こ
で
、
一
九
八
五
年
の

数
値
に
関
し
て
は
前
回
調
査
の
デ
ー
タ
に
ス
ポ
ー
ツ
面
の
デ
ー
タ
を
加
え
、
一
覧
し
た
も
の
を
再
録
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
数
値
は
前

回
の
紀
要
論
文
に
示
し
た
デ
ー
タ
よ
り
も
若
干
増
え
て
い
る
。

（1）

1

女
性
を
強
調
す
る
表
現
の
変
化

「
女
性
冠
詞
」
の
減
少

　
ま
ず
、
「
女
性
冠
詞
」
で
“
女
”
が
か
ん
む
り
に
付
く
こ
と
ば
は
、
表
1
8
に
み
る
よ
う
に
一
九
八
五
年
に
は
三
紙
合
計
で
一
八
七
件
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
先
の
表
1
の
よ
う
に
一
九
九
一
年
で
は
各
紙
と
も
減
少
し
、
ニ
ニ
九
件
と
二
割
ほ
ど
少
な
く
な
っ
た
。
順
位
は
一
、

二
位
が
変
わ
ら
ず
「
女
優
」
と
「
女
王
」
で
、
頻
度
は
減
り
は
し
た
も
の
の
、
こ
の
二
語
は
日
常
化
し
た
こ
と
ば
と
し
て
定
着
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
位
以
下
に
は
や
や
異
同
が
あ
る
が
、
「
女
神
」
「
女
医
」
「
女
主
人
」
な
ど
の
こ
と
ば
は
、
今
回
も
上
位
に
使
用
さ

れ
て
い
た
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
女
生
徒
」
や
「
女
教
師
」
「
女
高
生
」
と
い
っ
た
学
校
人
物
に
お
け
る
“
女
”
冠
詞
が
九
一
年
に
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
点
は
、
内
容
面
に
お
け
る
変
化
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。



表20女性冠詞「女子」の付くことば（1985年）

　　　　　　　　単位：件数

　女子中学生1
　女子大生2
　女子学生3
　女子生徒4
　女子高生5
　女子高校生6
女子選手

女子アマ

　女子職員9
女子社員

その他
△
・ 計

紙
計
3
△
・

士
冗読
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表18女性冠詞「女」の付くことば（1985年）

　　　　　　　　　　単位：件数

朝日

9
5
4
0
2
2
0
2
1
1
8
34

毎日

12

5
0
3
2
0
1
2
1
2
8
36

8
3
6
5
1
2
3
0
1
0
5
34

29

13

10

8
5
4
4
4
3
3
21

104

　女1 優

　女2 王

　女　生　徒3
　女　教　師4
女 神

　女銀行家6
女　主　人
女 帝

　女9 医

そ　の　他
△
・ 計

朝日

32

7
3
1
1
1
1
0
0
4
50

毎日

40

8
3
1
0
0
1
4
3
11

71

紙
計

3
△
口

士
冗読

39

9
2
3
4
3
2
0
0
4
66

111

24

8
5
5
4
4
4
3
19

187

表21女性冠詞「女流」の付くことば（1985年）

　　　　　　　　単位：件数

　女流作家1
　女流本因坊2
　女流音楽家3
　女流陶芸家4
女流画家

その他

合　　計

朝日

1
1
0
0
0
1

3

毎日

8
1
2
1
0
2
14

紙
計
3
△
・

士
冗読

3
1
0
0
1
5
10

12

3
2
1
1
8
27

表19女性冠詞「女園の付くことば（1985年）

　　　　　　　　　　単位＝件数

　女性秘書1

　女性選手2
女性メンバー

　女性議長4
女性国会議員

女性政治家

女性留学生

女性フアン

そ　の　他
ム
・ 計

朝日

5
4
0
3
2
2
2
1
35

54

毎日

0
0
1
0
1
0
1
1
21

25

紙
計

3
△
・

士
冗読

0
0
3
0
0
1
0
1
26

31

5
4
4
3
3
3
3
3
82

110
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“
女
性
”
の
付
く
冠
詞
は
、
八
五
年
は
表
1
9
に
示
し
た
よ
う
に
「
女
性
秘
書
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
こ
の
こ
と
ば
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
（
表
2
）
。
八
五
年
に
み
ら
れ
た
「
女
性
議
長
」
「
女
性
国
会
議
員
」
「
女
性
政
治
家
」
「
女
性
大
臣
」
な
ど
は
、
九
一
年

は
「
女
性
議
員
」
「
女
性
市
長
」
「
女
性
大
使
」
な
ど
に
転
じ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
政
治
的
分
野
で
の
“
女
性
”
冠
詞
は
、
実
際
に

女
性
の
就
任
が
多
く
は
な
い
と
い
う
稀
少
性
を
反
映
し
て
、
相
変
わ
ら
ず
「
徴
づ
け
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
総
数
で
み
る
と
前

回
は
一
〇
八
件
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
一
三
七
件
へ
と
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ゴ
ー
デ
ィ
マ
が
、
「
女
性
作
家
」
と

多
く
記
述
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。

　
“
女
子
”
の
付
く
冠
詞
は
、
表
2
0
に
み
る
よ
う
に
八
五
年
は
合
計
で
一
〇
四
件
で
あ
っ
た
。
九
一
年
に
は
、
そ
れ
が
四
二
件
へ
と
半

数
以
下
に
激
減
し
た
（
表
3
）
。
第
一
位
に
あ
っ
た
「
女
子
中
学
生
」
が
今
回
は
皆
無
に
な
っ
た
こ
と
や
、
使
用
さ
れ
る
語
の
種
類
が
減

っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
だ
ろ
う
が
、
「
女
子
大
生
」
「
女
子
学
生
」
「
女
子
高
生
」
な
ど
の
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
“
女
流
”
の
付
く
冠
詞
は
、
表
2
1
と
先
の
表
4
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
女
流
作
家
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
点
で
変
わ
り
が
な
い
。
第
二

位
は
「
女
流
本
因
坊
」
で
あ
っ
た
。
総
数
は
八
五
年
は
二
七
件
あ
っ
た
が
、
九
一
年
は
一
九
件
と
、
量
の
上
か
ら
は
減
少
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
し
か
し
常
套
句
化
し
た
「
女
流
作
家
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
な
く
な
ら
な
い
限
り
、
こ
の
数
値
は
こ
れ
以
上
減
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
女
性
冠
詞
の
総
ト
ー
タ
ル
数
を
、
八
五
年
と
九
一
年
と
で
比
較
し
て
み
る
と
、
八
五
年
は
三
紙
合
計
で
四
二
六
件
の
女
性
冠

詞
が
使
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
九
一
年
は
三
三
七
件
へ
と
二
割
減
少
し
た
（
表
2
3
）
。
し
か
も
、
八
五
年
に
は
各
紙
の
頻
度
に
大
き

な
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
九
一
年
は
朝
日
で
大
幅
減
、
読
売
で
や
や
減
と
な
っ
て
お
り
、
各
紙
が
女
性
の
表
現
に

独
自
の
対
応
を
取
り
始
め
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
冠
詞
ご
と
の
構
成
比
を
両
年
問
で
み
る
と
、
全
女
性
冠
詞
中
四
割
を
占
め
る
「
女
」

と
数
％
の
「
女
流
」
の
冠
詞
の
割
合
は
横
ば
い
、
一
方
、
「
女
性
」
は
二
五
％
か
ら
四
一
％
へ
と
大
き
く
伸
長
し
、
「
女
子
」
が
二
四
％
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表22　男性冠詞の付くことば（1985年）

　　　　　　　単位：件数

1

2

男 優

男　先　生

男　生　徒

※　小　計

1 男性キャスター

男性フアン

男性俳優
男性教師
男性プログラマー

※　小　計

1

2

4

男子生徒
男子学生
男子高校生

男子高生
男子中学三年

男子グループ

男子新入社員

※　小　計

△
・ 計

朝日

1

1

1

3

0

0

1

0

0

1

1

1

0

0

0

0

0

2

6

毎日

0

0

0

0

0

0

0

1

1

2

2

1

1

1

1

0

1

7

9

紙
計

3
△
・

士
冗読

1

0

0

1

1

1

0

0

0

2

3

0

1

0

0

1

0

5

8

2

1

1

4

1

1

1

1

1

5

6

2

2

1

1

1

1

14

23

　
か
ら
二
二
％
へ
と
半
減
し
て
い
る
。
女
性
冠
詞
は
「
女
性
」
を
付
け
る
よ
う
に
収
敏
し
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

1
　
　
八
五
年
の
一
〇
月
上
旬
の
期
間
中
、
一
日
あ
た
り
一
紙
に
つ
き
平
均
九
・
五
件
使
用
さ
れ
て
い
た
「
女
性
冠
詞
」
が
、
九
一
年
に
は

　
平
均
七
・
五
件
へ
と
推
移
し
た
こ
れ
ら
の
数
値
を
も
っ
て
、
女
性
を
有
徴
化
す
る
表
現
が
メ
デ
ィ
ア
上
で
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
即
断

号
　
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
女
」
と
「
女
子
」
の
冠
詞
を
中
心
に
、
全
般
的
に
女
性
冠
詞
は
そ
の
数
を
減
じ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
思

3
　
　
（
1
5
）

第
わ
れ
る
。
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表23女性冠詞の付くことばの時系列変化
単位＝件数

1991年1985年

レ
ロ
　

晦
儒

構紙
計
3
合

朝日　毎日　読売
レ
し
　

廊
儒

構紙
計
3
合

朝日　毎日　読売

2
　
7
　
F
D
　
6

1
　
0
　
0
乙
　
5

4
　
4
　
で
⊥

100．0

139

137

42

19

337

8
　
3
　
6
　
4

4
　
3
　
1

8
　
7
　
5
　
つ
0

『
D
　
6
　
1
　
1

O
Q
　
7
　
1
　
0
乙

3
　
3
　
1

83　　　153　　　101

43．9

25．4

24．4

　6．3

100．0

187

108

104

27

426

6
　
0
　
4
　
0

6
　
3
　
Q
J
　
－

1
⊥
　
5
　
6
　
4

7
　
∩
乙
　
3
　
1

0
　
3
　
イ
任
　
3

5
　
5
　
Q
J

「女」

「女性」

「女子」

「女流」

140　　　146　　　140計合

表24男性冠詞の付くことばの時系列変化
単位：件数

1991年1985年

構成上ヒ

　　（％）

　　26．5

　　47．0

　　24．5

　　　2．0

100．0

紙
計
3
合

朝日　毎日　読売
レ
し
　

泌
儒

構紙
計
3
合

朝日　毎日　読売

3
　
Q
J
　
O
乙
　
1

1
　
0
乙
　
で
⊥

0
乙
　
【
U
　
7
　
0

0
乙
　
9
　
4
　
1

9
　
Q
J
　
1
　
0

49141619

17．4

21．7

60．9
　　0．0

100．0

4
　
【
」
　
4
　
0

　
　
1

1
　
0
乙
　
【
」
　
0

0
　
0
乙
　
7
　
0

Q
J
　
1
　
2
　
0

「男」

「男性」

「男子」

「男流」

23896計合

（2）

「
男
性
冠
詞
」
の
増
加

　
次
に
、
男
性
で
あ
る
こ
と
の
性
別
を
強
調
す
る

「
男
性
冠
詞
」
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
八
五
年
の

デ
ー
タ
は
表
2
2
に
一
括
し
た
。
ま
ず
“
男
”
が
か

ん
む
り
に
付
く
こ
と
ば
は
、
八
五
年
は
「
男
優
」

「
男
先
生
」
な
ど
四
件
で
あ
っ
た
が
、
九
一
年
に

は
、
先
の
表
6
に
掲
げ
た
よ
う
に
前
回
調
査
に
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
「
男
児
」
が
八
件
、
「
男
友
達
」

が
四
件
加
わ
っ
て
計
一
三
件
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

　
“
男
性
”
が
頭
に
付
く
語
は
、
八
五
年
は
「
男

性
キ
ャ
ス
タ
ー
」
「
男
性
教
師
」
な
ど
計
五
件
で
し

か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
九
一
年
に
は
「
男
性
教

諭
」
を
筆
頭
に
一
挙
に
二
三
件
と
四
倍
増
し
た
（
表

7
）
。

　
“
男
子
”
が
付
く
こ
と
ば
は
、
八
五
年
は
「
男

子
生
徒
」
の
六
件
を
ト
ッ
プ
に
「
男
子
学
生
」
「
男

子
高
校
生
」
な
ど
一
四
件
で
あ
っ
た
。
九
一
年
に
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も
「
男
子
生
徒
」
の
八
件
を
は
じ
め
「
男
子
学
生
」
な
ど
似
た
こ
と
ば
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
計
二
一
件
と
横
ば
い
の
デ
ー
タ
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
語
の
種
類
は
減
っ
て
い
る
（
表
8
）
。
ま
た
、
右
に
み
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
「
男
」
「
男
性
」
「
男
子
」
と
い
う
男
性
冠
詞
が
わ

ず
か
な
が
ら
も
散
見
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
男
流
」
と
い
う
こ
と
ば
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
は
、
前
回
調
査
に
は
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ず
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
男
流
作
家
」
と
い
う
こ
と
ば
も
登
場
し
た
（
表
9
）
。

　
こ
れ
ら
男
性
冠
詞
を
ト
ー
タ
ル
し
て
み
る
と
、
八
五
年
の
男
性
冠
詞
は
三
紙
合
計
で
二
三
件
で
あ
り
、
女
性
冠
詞
四
二
六
件
の
一
九

分
の
一
、
女
性
男
性
併
せ
た
全
性
別
冠
詞
四
四
九
件
の
五
・
四
％
で
あ
っ
た
。
九
一
年
は
、
各
紙
と
も
増
え
て
使
用
頻
度
は
四
九
件
へ

と
倍
増
し
、
女
性
冠
詞
三
三
七
件
の
七
分
の
一
の
水
準
、
本
稿
前
半
の
グ
ラ
フ
ー
に
示
し
た
よ
う
に
全
性
別
冠
詞
三
八
六
件
（
「
婦
人
」

冠
詞
を
除
く
）
の
一
二
・
七
％
へ
と
伸
長
し
た
。
表
2
3
と
表
2
4
は
そ
の
ト
ー
タ
ル
数
と
構
成
比
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
数
値
の
上

か
ら
は
女
性
冠
詞
は
減
っ
て
、
か
わ
り
に
男
性
冠
詞
が
増
え
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
男
性
で
あ
る
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
て
き
た

職
や
地
位
に
、
一
方
で
は
男
性
冠
詞
を
付
け
る
こ
と
で
わ
ざ
わ
ざ
男
性
の
性
を
明
示
し
、
他
方
で
女
性
に
対
し
て
は
逆
に
非
明
示
的
な

傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
、
両
者
の
差
が
埋
ま
る
方
向
に
あ
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（3）

性
別
冠
詞
は
情
報
と
し
て
必
要
か

　
ω
項
で
み
た
女
性
冠
詞
つ
き
の
こ
と
ば
の
多
く
は
、
職
業
な
ど
そ
れ
自
体
と
し
て
意
味
を
有
す
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
性

の
別
の
な
い
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
）
、
あ
る
い
は
性
中
立
的
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
王
」

「
神
」
や
「
俳
優
」
「
医
師
」
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
「
作
家
」
「
職
員
」
「
大
使
」
「
議
員
」
「
大
学
生
」
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
が
就

く
こ
と
が
困
難
で
、
人
数
的
に
も
稀
少
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
の
た
め
、
男
性
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
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さ
れ
自
明
と
さ
れ
て
い
た
職
業
や
地
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職
・
身
分
・
地
位
に
対
し
て
わ
ざ
わ
ざ
女
性
冠
詞
を
つ
け
る
の
は
、
”
本

来
当
た
り
前
で
あ
る
べ
き
男
性
が
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
”
と
い
う
点
を
有
徴
化
す
る
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
女
性
が
こ
れ
ら
の
職
業
に
進
出
し
、
し
か
も
そ
の
進
出
を
さ
ら
に
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
職
業
主
体

に
暗
黙
に
男
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
表
現
方
法
は
、
是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
確
か
に
現
在
で
も
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
身
分
や
属
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
多
く
の
世
界
で
、
女
性
は
そ
の
参
入
を
陰
に
陽
に
阻
ま

れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
未
だ
少
数
派
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
い
。
特
に
政
治
や
経
済
な
ど
の
分
野
で
は
女
性
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
地
位
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
女
性
大
使
」
や
「
女
性
市
長
」
「
女
医
」
な
ど
が
女
性
冠
詞
に
よ
っ
て
“
珍

し
さ
”
や
そ
の
“
偉
さ
”
を
強
調
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
女
性
の
こ
れ
ら

の
分
野
へ
の
進
出
は
目
に
見
え
て
増
加
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
小
学
校
教
員
の
世
界
な
ど
は
女
性
の
方
が
六
割
と
多
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
女
子
教
員
」
と
い
っ
た
表
現
は
あ
と
を
絶
た
な
い
。
同
様
に
、
「
女
店
員
」
「
女
高
生
」
「
女
子
学
生
」
な
ど
女
性
冠

詞
が
使
わ
れ
る
職
業
や
地
位
の
中
に
は
、
既
に
女
性
の
社
会
進
出
の
事
実
状
況
と
隔
た
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
に
は
珍

し
い
も
の
を
浮
き
出
さ
せ
知
ら
し
め
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
が
、
稀
少
な
女
性
を
採
り
上
げ
広
く
人
び
と
に
告
知
す
る
“
順
機
能
”
が

あ
る
一
方
で
、
女
性
を
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
「
有
徴
化
」
す
る
”
逆
機
能
”
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
徴
づ
き
」
さ
れ
た
情
報
は
か
え
っ

て
性
別
を
強
調
し
て
し
ま
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
職
・
地
位
と
結
び
付
け
て
人
び
と
に
記
憶
さ
せ
、
女
性
の
参
入
を
む
し
ろ
妨
げ
る
効
果

を
も
つ
の
で
あ
る
。
「
ニ
ュ
ー
ス
性
」
を
安
易
に
性
別
と
結
び
付
け
る
こ
と
は
、
両
刃
の
刀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
メ
デ
ィ
ァ
側
と
し

て
も
自
ら
注
意
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
女
性
と
同
じ
よ
う
な
頻
度
で
男
性
の
職
業
に
男
性
冠
詞
が
つ
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
性
別
に
言
及
す
る
回
数
を
平
等
に
す
る
と

い
う
意
味
で
公
平
だ
と
い
う
議
論
も
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
性
別
冠
詞
が
、
情
報
や
報
道
の
上
か
ら
時
と
し
て
必
要
な
場
合
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も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
男
性
の
性
別
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
、

男
性
冠
詞
の
数
が
女
性
冠
詞
並
み
に
近
づ
く
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
回
と
今
回
の
調
査
を
比
較
し
た
際
の
女
性
冠
詞
二

割
減
対
男
性
冠
詞
二
倍
増
と
い
う
結
果
は
、
そ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
ロ
ザ
リ
ー
・
マ
ッ
ジ
オ
は
『
性

差
別
を
な
く
す
英
語
表
現
辞
典
』
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
こ
と
ば
を
使
う
場
合
は
、
わ
ざ
わ
ぎ
「
女
性
の
反
核
活

動
家
」
と
か
「
男
性
モ
デ
ル
」
な
ど
と
書
く
必
要
は
な
い
と
し
、
も
し
性
別
特
定
的
な
こ
と
ば
を
使
用
す
る
場
合
は
対
称
的
に
使
う
べ

き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
し
か
し
マ
ッ
ジ
オ
は
、
「
機
会
均
等
の
土
地
に
住
み
な
が
ら
、
そ
の
人
種
、
性
別
、
年
齢
、
宗
教
の
違
い
が
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
を
も
つ

の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
続
け
て
「
仕
事
の
肩
書
を
女
性
形
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
職
業
上
の
役
割
そ
の
も
の
よ
り
も
、

む
し
ろ
そ
の
人
の
性
別
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
取
り
除
く
べ
き
で
あ
る
」
と
、
性
別
冠
詞
を
極
力
避
け
る
こ
と
を

　
　
　
（
1
7
）

説
い
て
い
る
。

　
実
際
、
マ
ッ
ジ
オ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
改
め
て
吟
味
し
て
み
る
と
、
性
別
冠
詞
の
多
く
は
不
要
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
む
し

ろ
女
か
男
か
の
性
別
を
「
情
報
」
と
し
て
知
り
た
が
る
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
か
た
や
私
た
ち
の
指
向
性
こ
そ
が
問
わ
れ
、
そ
の
観
点
か
ら

性
別
情
報
の
あ
り
か
た
が
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（1）

2

女
性
専
用
語
と
文
脈
的
強
調
の
変
化

「
女
性
専
用
の
職
」
の
増
加
と
「
他
者
と
の
関
係
」
の
減
少
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表25女性専用とみなされている職をあらわすこと
　　　ば（1985年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

43

　6

　5

　5

　4

　4

　2

　2

　2

　2

14

11

　3

　2

　0

　1

　2

　0

　1

　1

　1

　7

17

　2

　1

　4

　1

　0

　0

　1

　1

　0

　5

15

　1

　2

　1

　2

　2

　2

　0

　0

　1

　2

89293228

10　　　L
2看　護　婦

3ホステス
保　　 母

5家　政　婦
キャリアウーマン

7秘　書　嬢
モデル嬢
寮　　 母

ファーストレディー

そ　の　他
合　　 計

　
女
性
が
も
っ
ぱ
ら
つ
い
て
き
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
職
を
あ

ら
わ
す
こ
と
ば
は
、
八
五
年
は
表
2
5
の
よ
う
に
「
O
」
」
の
四

三
件
を
筆
頭
に
「
看
護
婦
」
が
そ
れ
に
続
き
、
全
体
で
八
九
件

み
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
、
「
ホ
テ
ト
ル
嬢
」
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
嬢
」

「
デ
ー
ト
嬢
」
「
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
嬢
」
な
ど
「
嬢
」
が
多
か
っ
た

の
も
特
徴
で
あ
る
。
九
一
年
に
は
「
看
護
婦
」
が
三
七
件
へ
と

大
き
く
増
え
、
「
O
」
」
は
三
五
件
、
こ
の
ほ
か
「
娼
婦
」
「
芸

者
」
「
商
売
女
」
「
（
ク
ラ
ブ
の
）
マ
マ
」
「
遊
女
」
「
コ
ー
ル
ガ
ー

ル
」
等
々
性
的
な
意
味
合
い
を
含
む
職
が
増
え
て
、
総
数
も
一

六
二
件
へ
と
倍
ち
か
く
に
な
っ
た
（
表
1
0
）
。
量
か
ら
い
え
ば
九

一
年
に
女
性
専
用
の
職
が
増
え
た
か
っ
こ
う
だ
が
、
八
五
年
に

も
「
水
商
売
の
女
性
」
「
女
郎
」
な
ど
の
こ
と
ば
が
挙
が
っ
て
い

た
か
ら
、
女
性
に
対
し
、
他
者
を
ケ
ア
す
る
役
割
の
み
な
ら
ず
、

男
性
を
慰
撫
し
性
的
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
役
割
が
根
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
傾
向
は
同
じ
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
男
性
専
用
と
み
な
さ
れ

て
い
る
職
に
関
し
て
は
、
前
回
は
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
現
す
る
こ
と
ば
の
変
化
を
み
る
と
、
「
主
婦
」
「
夫
人
」
「
奥
さ
ん
」
が
両
年
と
も
上
位
三
位
で
あ
る
点
に

は
変
わ
り
は
な
い
が
、
量
は
八
五
年
調
査
で
は
表
2
6
に
示
し
た
よ
う
に
「
主
婦
」
二
五
九
件
、
「
夫
人
」
一
四
四
件
、
「
奥
さ
ん
」
二
八

件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
六
件
、
七
二
件
、
二
一
件
へ
と
い
ず
れ
も
半
減
し
た
（
表
1
2
）
。
「
嫁
」
関
連
や
「
女
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房
」
と
い
う
こ
と
ば
も
今
回
は
頻
度
が
低
く
、
ト
ー
タ
ル
で
も
八
五
年
が
五
七
九
件
に
対
し
九
一
年
は
二
八
一
件
で
、
や
は
り
半
減
と

な
っ
た
。
男
性
や
イ
エ
に
従
属
し
、
あ
ま
り
表
に
出
な
い
存
在
と
し
て
の
女
性
差
別
表
現
は
、
随
分
と
使
用
が
抑
制
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
「
奥
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
遠
藤
織
枝
編
『
女
性
の
呼
び
方
大
研
究
』
の
中
で
高
崎
み
ど
り
は
、

既
婚
女
性
を
呼
ぶ
時
の
こ
の
こ
と
ば
が
「
家
」
や
「
主
人
」
の
「
奥
」
に
い
る
存
在
を
さ
す
語
源
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

誰
か
の
妻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
常
に
内
外
と
も
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
主
人
」
に
対
す
る
「
家
内
」
と

い
う
こ
と
ば
も
あ
る
が
、
同
様
に
女
性
を
文
字
ど
お
り
隠
し
閉
じ
込
め
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

表26他者（夫・家）との関係で女性を表
　　　現することば（1985年）

　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

259

144

28

25

21

13

11

11

　　9

　　9

　　8

　　6

　　5

　　4

26

579

90

47

　　5

　　6

　　7

　　6

　　6

　　1

　　2

　　0

　　4

　　3

　　2

　　1

　　9

189

88

52

　　9

　　5

　　7

　　3

　　4

　　2

　　6

　　1

　　3

　　1

　　1

　　1

　　5

188

81

45

14

14

　　7

　　4

　　1

　　8

　　1

　　8

　　1

　　2

　　2

　　2

12

202

1主　婦
2夫　人
3奥さん
4　嫁
5女　房
6花　嫁
7未亡人
　　姑
9内　妻
　家　内
11お嬢さん

12とっぐ
13嫁入り
14カミさん

　その他
合　計
表27　他者（妻・家）との関係で男性を表現
　　　することば（1985年）

　　　　　　　　　　　　　　単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

30

　8

　4

　4

　3

　3

　3

　3

　5

63

12

　2

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　2

23

　7

　3

　2

　3

　1

　1

　1

　0

　0

18

11

　3

　1

　0

　0

　1

　1

　2

　3

22

1主　人
2亭　主
3夫　君
　だんなさん

5女　婿
　婿
　婿入り
　花　婿
　その他
合　計



　
そ
れ
に
対
し
て
、
妻
や
家
と
の
関
係
で
男
性
を
表
現
す
る
こ
と
ば
は
、
表
2
7
の
よ
う
に
八
五
年
に
は
「
主
人
」
が
ト
ッ
プ
で
三
〇
件
、

「
亭
主
」
が
八
件
で
次
に
続
き
合
計
で
六
三
件
み
ら
れ
た
。
九
一
年
は
「
主
人
」
の
一
九
件
を
は
じ
め
と
し
て
合
計
三
五
件
（
表
1
3
）

と
、
量
的
に
は
大
き
く
減
少
し
た
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
語
の
上
で
は
、
妻
と
夫
を
非
対
等
に
扱
う
こ
と
ば
は
減
少
の

傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
報
道
の
場
で
、
ま
た
女
性
自
身
の
多
く
に
よ
っ
て
も
慣
用
句
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
主
人
」
と
い

う
こ
と
ば
の
、
差
別
的
な
意
味
が
人
び
と
に
あ
ま
ね
く
理
解
さ
れ
る
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
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（2）

女
性
に
関
す
る
固
定
観
念
表
現
の
減
少

　
文
章
中
の
表
現
で
女
性
に
対
す
る
固
定
観
念
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
先
に
「
女
ら
し
さ
」
「
母
親
ら
し
さ
」
「
主
婦
役
割
」
「
そ

の
他
」
に
分
類
し
た
。
一
九
八
五
年
に
み
ら
れ
た
文
脈
上
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
女
性
表
現
は
、
表
2
8
に
掲
げ
た
よ
う
に
期
間
中
三
紙

合
計
で
三
九
九
件
も
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
の
今
回
調
査
で
は
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
そ
れ
ら
は
七
六
件
が
数
え
ら
れ
（
表
1
4
）
、
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。

　
一
九
八
五
年
の
女
性
へ
の
固
定
観
念
に
も
と
づ
い
た
表
現
の
う
ち
、
「
女
性
一
般
（
女
ら
し
さ
）
に
関
し
て
」
の
紋
切
り
型
の
表
現

は
、
合
計
で
二
四
五
件
に
達
し
て
い
た
。
内
訳
は
、
「
つ
や
や
か
な
茶
色
に
金
の
ラ
イ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
」
服
装
で
「
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で

エ
レ
ガ
ン
ス
な
ラ
イ
サ
夫
人
」
と
い
っ
た
、
女
性
に
つ
い
て
容
姿
・
服
装
な
ど
外
見
を
詳
し
く
記
述
し
た
も
の
が
七
七
件
、
「
女
心
悲
し
」

や
「
女
ら
し
い
し
ぐ
さ
」
と
い
っ
た
心
理
や
行
動
面
な
ど
で
の
固
定
観
念
を
あ
ら
わ
す
記
述
が
最
多
の
一
一
九
件
、
さ
ら
に
「
独
身
」

「
恋
人
は
い
な
い
」
な
ど
記
事
内
容
と
は
無
関
係
の
記
述
や
そ
の
他
の
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
記
述
が
四
九
件
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
登
場
件
数
に
は
各
紙
で
あ
ま
り
分
散
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
「
女
ら
し
さ
」
の
紋
切
り
型
表
現
は
、
九
一
年
に
は
容
姿
・
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表28　女性に関する固定観念に基づく表現（1985年）

女
性
一
般
に
関
し
て

女
ら
し
さ

女性について、

容姿・服装な

ど外見を詳し

く述べるもの

心理、行動、

態度面での固

定観念を表す

もの

その他、女性

に関する記述

例

「若い妻は黄色のワンピースにピンクのマニキ

ュア。ひどくはでなかっこうをしていた」「色白

の美人記者」

「女性の持ち味である優しさ」「女心」「乙女心」

「トイレは水を流しながら、は乙女のマナー」

「女らしいしぐさ」「女性からの反発を買いそう

だ」「女性のブランド志向」

「薄幸の少女」「独身」「恋人なし」

小 計

母
親
に
関
し
て

母
親
ら
し
さ

女性は母にな

るとの前提に

立っもの

心理、行動、

態度面での母

親の固定観念

を表すもの

その他、母親

に関する記述

「将来、健康な赤ちゃんを」「母になるため」

「お母さんにとっては不安の種」「母親の心配」

「女手一っで育てあげた」「母親らしいしぐさ」

「学習指導をお母さんが引き受ける覚悟が必

要」「～するのは母のしあわせ」

「母の顔が最後になってやっとのぞいた」「二児

の母である」

小 計

主
婦
に
関
し
て

主婦の役割に

関する記述

そ　の　他

「奥さんの顔が見たい」「買い物かご片手の主

婦」

「スチュワーデスはモデル嬢でもマッサージ嬢

でもない」「水商売の女性だから」

ム
・ 計

朝日

14

53

14

81

0

15

2

17

29

2

129

毎日

32

33

19

84

2

27

2

31

25

0

140

士
冗読

31

33

16

80

1

24

1

26

21

3

130

紙
計
3
合

77

119

49

245

3

66

5

74

75

5

399
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服
装
を
述
べ
た
も
の
一
九
件
、
心
理
・
行
動
面
の
も
の
が
二
六
件
、
そ
の
他
が
五
件
の
計
五
〇
件
で
（
表
1
4
）
、
八
五
年
に
お
け
る
二
四

五
件
の
五
分
の
一
に
な
っ
た
。

　
次
に
「
母
親
（
母
親
ら
し
さ
）
に
関
し
て
」
の
固
定
観
念
に
基
づ
い
た
表
現
は
、
八
五
年
に
は
合
計
で
七
四
件
。
内
訳
は
、
「
将
来
、

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
」
な
ど
の
女
性
は
母
に
な
る
も
の
と
の
前
提
に
立
っ
た
表
現
が
三
件
、
「
母
の
し
あ
わ
せ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
心
理
・

行
動
面
で
の
固
定
観
念
表
現
が
六
六
件
、
「
二
児
の
母
で
あ
る
」
と
か
記
事
に
不
必
要
な
記
述
、
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
五

件
で
あ
っ
た
。
九
一
年
に
は
、
女
性
は
母
に
な
る
も
の
と
の
前
提
の
表
現
は
見
当
た
ら
ず
、
母
親
の
心
理
・
行
動
面
で
の
固
定
観
念
表

現
は
三
件
、
そ
の
他
が
四
件
で
、
計
七
件
。
八
五
年
の
七
四
件
の
一
〇
分
の
一
と
な
っ
た
。

　
「
主
婦
に
関
し
て
」
の
表
現
で
は
、
八
五
年
に
は
「
主
婦
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」
「
奥
さ
ん
の
顔
が
見
た
い
」
な
ど
の
記
述
が
相

次
ぎ
、
合
計
で
七
五
件
、
そ
の
ほ
か
分
類
で
き
な
い
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
五
件
で
あ
っ
た
。
九
一
年
は
主
婦
に
つ
い
て
の

表
現
が
八
件
で
や
は
り
一
〇
分
の
一
に
減
じ
、
そ
の
他
が
二
件
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
文
脈
上
で
女
性
を
不
適
切
に
扱
う
新
聞
の
“
決
ま
り
文
句
”
の
記
事
表
現
は
、
こ
の
間
に
か
な
り
減
少
し
た
。
総
数

三
九
九
件
か
ら
七
六
件
へ
の
推
移
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
末
尾
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
付
け
加
え
ら
れ
た
「
や
っ
と
母
親
の
顔
が

の
ぞ
い
た
」
式
の
表
現
や
、
「
赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
お
母
さ
ん
に
朗
報
」
「
あ
ふ
れ
る
主
婦
パ
ワ
ー
」
と
い
っ
た
見
出
し
な
ど
、
い
ま
ま
で

の
判
で
押
し
た
よ
う
な
記
事
表
現
の
定
型
文
を
、
新
聞
側
が
意
識
し
て
改
め
よ
う
と
い
う
あ
ら
わ
れ
と
も
取
れ
る
。

　
一
方
、
男
性
に
つ
い
て
の
固
定
観
念
に
基
づ
く
表
現
は
、
八
五
年
に
は
、
「
騎
士
道
精
神
」
と
い
っ
た
よ
う
な
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す

る
も
の
四
八
件
、
「
父
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
つ
」
な
ど
「
父
親
ら
し
さ
」
が
二
一
件
、
コ
家
の
大
黒
柱
」
な
ど
の
よ
う
な
「
働
き
手
」

と
し
て
の
役
割
強
調
が
九
件
、
そ
の
他
三
件
で
合
計
七
二
件
で
あ
っ
た
（
表
省
略
）
。
こ
れ
が
九
一
年
は
、
本
稿
の
1
1
・
1
・
㈹
の
末
尾

で
述
べ
た
よ
う
に
、
男
性
や
父
親
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
表
現
が
計
一
〇
件
で
、
男
性
役
割
の
記
述
に
も
変
化
の
き
ざ
し
が
み
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表29家族・親・夫婦の代表（1985年）

単位：件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

50

　1

11

　0

16

　0

18

　1

　3

　0

　2

　0

12

　0

　5

　0

10

　0

20

　0

　3

　0

　4

　0

男性

女性

男性

女性

家族（「OAさん方」のOAに入る個人名）※

親（「OBさんの長女」のOBに入る個人名）

「OCさんの妻」という表現

「ODさんの夫」という表現
夫婦

※○〈マル印〉は姓、Aなどアルファベットは名を表す

え
る
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
男
性
の
私
的
領
域
へ
の

言
及
（
家
族
構
成
を
紹
介
す
る
）
や
容
姿
・
心
理
な
ど
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
点
で
も
、
記
事
に
お
い
て
あ
ま
り
主
観
的
な
見
方
が
付
加
さ
れ
ず
客
観
的

記
述
が
心
が
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
と
と
も
に
、
女
性
を
公
的
領
域
で
表
現
す
る

一
方
で
男
性
の
私
的
領
域
を
表
現
す
る
と
い
う
、
表
現
の
“
相
互
乗
り
入
れ
”
が
進
行

し
っ
っ
あ
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。

（1）

3

女
性
を
隠
す
表
現
と
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
変
化

変
わ
ら
な
い
男
性
名
が
代
表
す
る
傾
向

　
事
件
や
事
故
に
一
般
人
が
巻
き
込
ま
れ
、
そ
れ
が
報
道
さ
れ
る
時
に
し
ば
し
ば
「
O

A
さ
ん
方
」
と
記
述
さ
れ
る
際
の
、
○
部
分
に
入
る
姓
は
、
九
一
年
は
男
性
名
が
四
件
、

女
性
名
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
（
表
1
5
）
、
前
回
調
査
の
八
五
年
は
表
2
9
に
み
る
よ
う
に
○

部
に
入
る
姓
は
男
性
名
が
五
〇
件
で
女
性
名
が
一
件
と
、
男
性
名
で
家
族
を
代
表
す
る

ケ
ー
ス
が
大
幅
に
多
か
っ
た
。
事
件
・
事
故
の
報
道
量
と
い
う
サ
ン
プ
ル
数
に
左
右
さ

れ
る
の
で
即
断
は
で
き
か
ね
る
が
、
両
年
間
を
比
較
す
る
限
り
男
性
名
を
入
れ
る
ケ
ー

ス
は
減
少
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
保
護
者
と
し
て
「
O
B
さ
ん
の
長
女
・
長
男
」
と
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報
じ
ら
れ
る
場
合
の
O
B
に
入
る
姓
名
は
八
五
年
は
男
性
名
一
一
件
、
女
性
名
ゼ
ロ
で
、
量
は
九
一
年
の
男
性
名
ニ
ニ
件
女
性
名
ゼ
ロ

と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ
た
。

　
既
婚
の
女
性
が
当
事
者
と
し
て
報
じ
ら
れ
る
時
の
、
「
O
C
さ
ん
の
妻
D
さ
ん
」
と
い
っ
た
、
夫
に
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現
は
八
五
年

は
計
一
六
件
み
ら
れ
た
が
、
一
方
、
男
性
が
当
事
者
で
、
「
O
D
さ
ん
の
夫
C
さ
ん
」
と
妻
に
属
す
る
者
と
し
て
表
現
さ
れ
る
例
の
方
は

一
例
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
九
一
年
に
は
、
女
性
が
独
立
し
た
姓
名
で
扱
わ
れ
ず
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
男
性
の
あ
と
に
「
妻
D
さ
ん
」
と

名
の
み
で
報
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
三
〇
件
へ
と
増
加
し
た
。
先
に
「
夫
人
」
「
嫁
」
な
ど
の
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
語
は
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
が
、
事
件
報
道
の
文
章
な
ど
の
中
で
は
女
性
が
表
立
っ
た
立
場
の
人
間
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
こ
と
は
相
変
わ

ら
ず
稀
で
、
総
じ
て
、
女
性
は
家
族
の
一
員
と
し
て
男
性
の
背
後
に
隠
さ
れ
、
親
と
し
て
も
男
親
に
代
表
権
を
奪
わ
れ
、
当
事
者
で
あ

っ
て
も
夫
の
妻
と
し
て
呼
ば
れ
る
と
い
う
傾
向
は
、
こ
の
間
に
大
き
く
変
わ
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
今
回
、
量
的
に
は
確
か
め
な
か
っ
た
が
、
事
故
な
ど
に
女
性
と
男
性
が
複
数
人
巻
き
込
ま
れ
た
際
の
報
道
と
し
て
、
「
女
性
○
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
含
む
○
人
が
」
と
い
っ
た
女
性
を
内
数
と
し
て
扱
う
表
現
も
未
だ
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
男
性
が
規
準
・
代
表
で
あ
り
、
女
性
は
可

視
化
さ
れ
ず
に
例
外
や
付
随
物
な
の
で
あ
る
。
大
抵
の
新
聞
が
毎
日
掲
載
す
る
人
物
紹
介
欄
で
も
、
女
性
の
登
場
率
が
決
し
て
増
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
遠
藤
織
枝
の
調
査
に
よ
る
と
一
九
七
一
年
七
月
か
ら
七
二
年
六
月
ま
で
の
全
国
紙
三
紙
の
「
ひ
と
」
「
顔
」
な
ど

人
物
紹
介
欄
に
登
場
し
た
女
性
は
、
朝
日
で
一
一
・
七
％
、
毎
日
二
六
・
六
％
、
読
売
で
一
二
・
四
％
、
平
均
で
一
六
・
一
％
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
九
〇
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
の
調
査
で
は
、
朝
日
が
一
七
・
六
％
、
毎
日
で
二
五
・
五
％
、
読
売
は
二
一
・
三
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

平
均
一
二
・
九
％
へ
と
変
化
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
五
人
に
一
人
し
か
女
性
が
登
場
し
な
い
と
い
う
の
は
、
二
〇
年
の
期
間
に
し

て
は
あ
ま
り
に
変
わ
ら
な
さ
す
ぎ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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（2）

根
強
い
性
の
二
重
規
準

　
女
性
が
男
性
と
同
様
の
行
為
を
お
こ
な
っ
た
り
同
じ
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
て
も
、
女
性
に
は
異
な
っ
た
評
価
を
適
用
し
特
別
の
記
述

を
す
る
、
業
績
・
達
成
・
地
位
評
価
に
す
べ
り
込
む
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
は
、
八
五
年
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
旧
ソ
連
大
統

領
と
は
対
照
的
に
服
装
や
容
姿
ば
か
り
強
調
さ
れ
た
ラ
イ
サ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
ワ
や
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
の
成
績
と
は
無
関
係
に

「
母
」
や
「
妻
」
と
し
て
言
及
さ
れ
夫
が
偉
い
よ
う
な
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
森
口
祐
子
な
ど
の
例
が
み
ら
れ
た
。
前
者
は
「
女
性
は

“
美
”
、
男
性
は
”
業
績
”
」
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
典
型
例
で
あ
り
、
後
者
は
男
性
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
地
位
に
つ

い
て
い
て
も
性
に
よ
っ
て
異
な
る
評
価
を
受
け
異
な
っ
た
表
現
を
与
え
ら
れ
る
、
狭
義
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
で
あ
る
。

九
一
年
に
も
、
先
に
み
た
ご
と
く
、
奇
し
く
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
ワ
の
来
日
記
事
に
お
け
る
前
者
の
例
が
み
ら
れ
、
後
者

の
例
と
し
て
調
査
期
間
中
、
省
庁
の
キ
ャ
リ
ア
職
の
女
性
に
対
し
、
男
性
に
対
し
て
で
あ
れ
ば
言
及
し
な
い
で
あ
ろ
う
言
わ
ず
も
が
な

の
「
母
」
「
妻
」
役
割
を
付
け
加
え
る
表
現
が
相
変
わ
ら
ず
み
ら
れ
、
報
道
の
二
重
規
準
が
根
強
く
存
在
す
る
。

　
先
に
紹
介
し
た
、
遠
藤
が
行
っ
た
九
〇
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
の
全
国
紙
三
紙
の
調
査
で
も
、
人
物
紹
介
欄
で
家
族
に
言
及
さ
れ

る
度
合
い
は
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
三
〇
代
以
上
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
朝
日
で
は
男
性
の

五
一
・
二
％
が
家
族
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
女
性
は
八
一
・
五
％
が
家
族
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
様
に
毎
日

で
は
男
性
二
六
・
九
％
対
女
性
五
〇
・
一
％
、
読
売
で
は
男
性
】
六
・
七
％
対
女
性
五
〇
・
○
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
す
る
と
男
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

登
場
人
物
の
家
族
へ
の
言
及
率
は
三
〇
・
二
％
、
女
性
の
そ
れ
は
五
六
・
二
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
女
性
の
場
合
は
家
庭

の
有
無
や
家
族
構
成
、
未
既
婚
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
ま
た
家
庭
に
責
任
を
も
つ
べ
き
で
あ
り
、
男
性
の
場
合
は

ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
と
い
う
二
重
規
準
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
女
性
ば
か
り
が
家
族
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
イ
バ
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シ
ー
を
人
び
と
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
不
公
平
を
こ
う
む
っ
て
い
る
点
も
み
の
が
せ
な
い
。

　
人
が
事
件
や
事
故
に
関
係
し
た
場
合
、
実
名
や
職
業
、
年
齢
、
居
住
地
の
み
な
ら
ず
私
生
活
や
性
格
ま
で
も
が
報
道
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
そ
れ
が
女
性
の
場
合
、
誰
の
妻
・
子
で
あ
る
か
、
ど
こ
の
学
校
・
企
業
で
あ
る
か
、
そ
の
人
が
ど
う
い
っ
た
妻
・
母
親
や
子
ど

も
で
あ
る
か
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
、
根
掘
り
葉
掘
り
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
は
、
事
件
・

事
故
と
無
関
係
な
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
送
り
手
も
受
け
手
も
そ
れ
を
大
切
な
「
情
報
」
と
思
い
込
ん
で
い

る
ふ
し
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
そ
の
時
の
服
装
や
容
姿
・
身
体
的
特
徴
、
家
庭
環
境
や
「
男
性
関
係
」
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
ま
で
も
が
で
き
ご
と
と
暗

に
結
び
付
け
ら
れ
て
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
一
月
に
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
女
子
高
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
詰
め
殺
人
事
件
」
の
被
害
者
は
、
当
初
こ
の
高
校
生
の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
実
名
で
報
道
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
暴
力

的
な
男
子
グ
ル
ー
プ
に
拉
致
さ
れ
強
姦
さ
れ
て
四
〇
日
あ
ま
り
グ
ル
ー
プ
の
家
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
高
三
の
女
子
が
、
リ
ン
チ
等
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

け
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
つ
い
に
は
死
亡
し
、
死
体
を
遺
棄
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
当
初
の
顔
写
真
発
表
や
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
と
い

う
報
道
な
ど
に
よ
っ
て
、
世
論
は
、
「
こ
ん
な
に
可
愛
い
子
が
」
と
い
う
同
情
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
被
害
に
遭
っ
た
の
だ
ろ
う
と
の

「
物
語
」
を
作
り
あ
げ
た
。
し
か
し
の
ち
に
は
、
被
害
者
が
な
ぜ
加
害
者
少
年
た
ち
に
つ
い
て
行
っ
た
の
か
、
監
禁
中
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ

た
は
ず
な
の
に
な
ぜ
逃
げ
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
の
疑
問
を
挙
げ
、
彼
女
が
無
断
外
泊
を
す
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
引
き

合
い
に
出
し
て
あ
た
か
も
被
害
者
に
も
落
ち
度
や
自
発
性
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
を
す
る
新
聞
や
、
チ
リ
チ
リ
の
パ
ー
マ
を

か
け
た
「
ツ
ッ
パ
リ
少
女
」
そ
の
も
の
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を
挿
絵
に
使
っ
た
通
信
社
の
配
信
記
事
の
単
行
本
、
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
事
件
は
「
『
非
行
少
女
』
と
『
不
良
少
年
』
と
の
結
び
付
き
」
と
媛
小
化
さ
れ
、
世
論
は
今
度
は
「
さ
も

あ
り
な
ん
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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事
件
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
女
性
は
、

こ
の
よ
う
に
、
容
貌
や
家
族
構
成
や
所
属

先
、
そ
こ
で
の
「
女
性
」
と
し
て
の
風
評

や
性
格
・
日
常
的
態
度
な
ど
を
あ
ら
い
ざ

ら
い
調
べ
あ
げ
ら
れ
、
論
評
さ
れ
て
、
事

件
と
の
〃
因
果
”
を
類
推
さ
れ
て
報
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
う
い
っ
た
報
道
は
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

新
聞
に
限
ら
ず
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
り
行
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差

わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
で
き
ご
と
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称

が
あ
た
か
も
「
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
た
」
こ
と
の
よ
う
に
受
け
手
に
思
わ
せ
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

る
効
果
を
も
ち
、
ま
し
て
や
プ
ラ
イ
バ
シ
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
は
事
件
・
事
表

故
等
で
傷
つ
い
た
女
性
や
そ
の
周
辺
に
さ

ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
「
セ
カ
ン
ド
・

レ
イ
プ
」
と
も
な
り
う
る
。
性
の
二
重
基

準
に
基
づ
い
た
言
説
や
情
報
は
、
早
晩
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る

単位＝件数

紙
計
3
合

売読毎日朝日

12

　4

32

4
0
7

　5

　2

18

3
2
7

5131

0000

0
0

0
0

0
0

0
0

女性が「さん」で男性が「氏」

女性が「女史」で男性が「氏」

女性名のみで「女史」

女性は名、男性は姓または姓名

で表現するもの

女性名のみで「女史」と「さん」

を併記

女性名のみで「氏」

女性・男性とも「氏」

男性名のみで「氏」※

同一一般記事中の

　　敬称・呼称

153466245

2910136

女性が「さん」で男性が「氏」

男性名（複数）のみですべて性
」
男
低

5
1

2
0

2
1

1
0

1100

0000

女性名1つのみで「さん」

男性名1つのみで「氏」

男性（複数）のみで一方は
「氏」、一方は「さん」

その他

同一死亡記事中の

　　敬称・呼称

※1985年は未調査



の
は
確
か
で
あ
る
。

（3）

女
性
男
性
の
敬
称
の
使
い
分
け
と
女
性
は
名
の
み
の
扱
い
の
増
加
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女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
敬
称
を
用
い
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
に
代
表
さ
れ
る
記
述
は
、
八
五
年
に
比
べ
九
一
年
の
方

が
や
や
増
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
表
3
0
に
示
し
た
よ
う
に
、
同
じ
一
つ
の
記
事
中
で
女
性
に
は
「
さ
ん
」
の
敬
称
を
つ
け
男
性
に
は
「
氏
」
の
敬
称
を
つ
け
る
ダ
ブ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
表
記
は
八
五
年
は
一
二
件
で
あ
っ
た
が
、
九
一
年
に
は
そ
れ
が
二
五
件
へ
と
倍
増
し
た
（
表
1
6
）
。
女
性
に
は
「
女

史
」
、
男
性
は
「
氏
」
と
す
る
使
い
分
け
は
八
五
年
の
四
件
か
ら
七
件
、
女
性
名
だ
け
が
登
場
し
「
女
史
」
と
す
る
表
現
は
三
二
件
か
ら

四
〇
件
へ
と
増
加
し
た
。

　
女
性
は
名
だ
け
で
記
載
さ
れ
男
性
の
方
は
姓
ま
た
は
姓
と
名
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
載
さ
れ
る
使
い
分
け
は
、
表
3
0
上
段
に
示
さ
れ
た

よ
う
に
八
五
年
は
五
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
九
一
年
は
二
六
件
（
表
1
6
上
段
）
に
増
え
て
い
る
。
女
性
が
私
的
な
名
の
み
で
表
さ
れ
、

そ
れ
が
男
性
の
所
有
物
・
従
属
物
と
し
て
の
意
味
合
い
を
帯
び
さ
せ
ら
れ
、
一
方
男
性
は
一
人
前
の
人
問
と
し
て
の
公
的
な
姓
で
表
さ

れ
る
傾
向
に
は
、
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　
同
じ
一
つ
の
死
亡
記
事
中
で
、
女
性
が
「
さ
ん
」
男
性
が
「
氏
」
と
使
い
分
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
表
3
0
下
段
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

八
五
年
は
一
五
三
件
、
九
一
年
は
一
八
一
件
と
な
っ
た
（
表
1
6
下
段
）
。
女
性
が
死
亡
す
れ
ば
「
O
E
さ
ん
、
喪
主
は
夫
（
長
男
）
の
F

氏
」
、
男
性
が
死
亡
す
れ
ば
「
O
G
氏
、
喪
主
は
妻
の
H
さ
ん
」
の
よ
う
に
、
女
性
は
死
亡
者
本
人
で
あ
っ
て
も
喪
主
で
あ
っ
て
も
常
に

「
さ
ん
」
と
記
述
さ
れ
る
運
命
な
の
で
あ
る
。
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W
　
む
　
す
　
び

　
本
稿
で
は
、
一
九
九
一
年
の
全
国
紙
三
紙
面
に
お
け
る
性
差
別
表
現
を
主
と
し
て
量
的
に
分
析
し
、
併
せ
て
八
五
年
に
実
施
し
た
同

調
査
の
結
果
と
比
較
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
八
五
年
か
ら
九
一
年
の
間
に
新
聞
紙
上
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
差
別
的
な
表
現
は
、
女
性
冠
詞
な
ど
の

目
に
見
え
る
範
囲
で
は
減
る
趨
勢
が
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
“
女
性
隠
し
”
や
性
の
二
重
基
準
な
ど
、
見
え
に
く
い
レ
ベ
ル

で
は
、
送
り
手
側
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
た
め
か
、
変
化
が
み
ら
れ
ぬ
も
の
も
多
い
。

　
女
性
冠
詞
に
し
て
も
、
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
区
別
に
し
て
も
、
九
四
年
の
い
ま
現
在
で
も
、
相
変
わ
ら
ず
女
性
と
男
性
に
関
し
て
非

対
称
な
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
乗
り
込
ん
だ
向
井
千
秋
飛
行
士
は
「
日
本
人
初
の
女
性

宇
宙
飛
行
士
」
と
形
容
さ
れ
、
上
期
の
芥
川
賞
で
は
女
性
の
受
賞
者
は
「
笙
野
頼
子
さ
ん
」
と
「
さ
ん
」
づ
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
男

性
の
受
賞
者
は
「
室
井
光
広
氏
」
な
ど
三
人
と
も
「
氏
」
づ
け
と
い
っ
た
よ
う
に
。

　
こ
の
、
九
四
年
七
月
一
三
日
に
発
表
に
な
っ
た
芥
川
賞
の
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
記
事
に
対
し
て
は
、
朝
日
の
家

庭
面
の
投
書
欄
「
ひ
と
と
き
」
に
、
「
同
一
記
事
に
出
て
い
る
の
に
、
性
で
敬
称
が
違
う
。
ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
。
全
員
、
『
氏
』
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

『
さ
ん
』
に
す
れ
ば
い
い
の
に
」
と
の
投
稿
が
み
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
投
稿
者
が
読
者
広
報
室
に
訊
ね
た
と
こ
ろ
で
は
、
使
い
分

け
は
「
社
会
通
念
上
問
題
の
な
い
範
囲
で
あ
り
、
性
差
別
と
い
っ
た
問
題
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ク

シ
ズ
ム
に
対
す
る
新
聞
社
側
の
無
自
覚
さ
ぶ
り
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
か
っ
こ
う
だ
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
で
あ
る
マ
グ
ロ
ウ

ヒ
ル
で
は
、
既
に
一
九
七
四
年
の
時
点
で
、
男
女
平
等
の
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
仕
事
を
す
る



女
性
は
例
外
的
存
在
と
い
っ
た
扱
い
、
「
妻
o
ヨ
碧
3
9
a
（
女
医
）
」
の
よ
う
な
女
性
冠
詞
、
「
お
や
ま
あ
（
鴨
？
毛
匡
閃
）
」
や
「
女
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
ら
に
」
と
い
っ
た
女
性
を
椰
楡
す
る
態
度
、
等
々
を
避
け
る
よ
う
戒
め
て
い
る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
何
と
い
う
違
い
で
あ
ろ
う

か
。

169新聞紙面にあらわれたジェンダー（その2）（田中ほか）

1

メ
デ
ィ
ア
・
セ
ク
シ
ズ
ム
に
対
す
る
批
判
の
台
頭

　
女
性
は
男
性
に
比
べ
新
聞
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
、
紙
面
上
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
点
で
、
米
国
も
日
本
と

似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
米
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
モ
ー
リ
ン
・
H
・
ビ
ー
ズ
リ
ー
に
よ
る
と
、
八
九
年
の
大
手
紙
一
〇
紙
を
対
象

と
し
た
調
査
で
は
、
女
性
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
記
事
は
一
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
同
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の

記
者
に
よ
る
一
面
で
の
署
名
記
事
の
比
率
は
二
七
％
、
写
真
は
二
四
％
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
に
女
性
欄
が
で
き
女
性
の
記
者
が
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
か
つ
て
は
組
合
に
加
入
で
き
ず
賃
金
差
も
あ
り
、
今
で
も
政
治
・
経
済
記
者
に
は
女
性
が
少
な
く
、

昇
進
の
差
が
あ
る
な
ど
、
日
本
と
事
情
が
似
て
い
る
。
と
は
い
え
米
国
で
は
女
性
の
記
者
が
三
五
％
、
女
性
の
編
集
長
が
一
八
％
を
占

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
日
本
で
は
女
性
の
記
者
は
わ
ず
か
八
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
土
屋
礼
子
は
、
男
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
始
ま
っ
た
日
本
の
新
聞
が
、
近
代
以
降
、
読
者
獲
得
の
た
め
に
女
性
に
関
す
る
記
事
や
女
性

の
読
者
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
、
知
識
人
（
男
性
）
向
け
の
高
級
紙
と
、
一
般
（
非
知
識
人
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
）
向
け

の
大
衆
娯
楽
紙
と
に
分
か
れ
、
新
聞
の
階
層
区
分
の
中
で
女
性
は
市
民
的
権
利
に
お
い
て
半
人
前
の
劣
っ
た
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

れ
啓
蒙
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
女
性
が
、
新
聞
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
隠
さ
れ
、
仮
に
扱
わ
れ
る
と
し
て

も
家
庭
内
存
在
と
し
て
か
例
外
・
特
別
の
存
在
と
し
て
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
的
な
も
の
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
の
「
歴
史
」
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
べ
き
時
機
が
や
っ
て
き
て
い
る
。
　
私
た
ち
の
研
究
会
の
成
果
も
生
か
さ
れ
る
か
た
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ち
で
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
や
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
批
判
の
運
動
・
研
究
報
告
が
相
次
ぎ
つ
つ
あ
る
中
、
メ
デ
ィ
ア
の

側
も
読
者
・
視
聴
者
広
報
室
や
紙
面
・
番
組
審
査
機
構
を
社
内
に
設
け
、
プ
レ
ス
・
カ
ウ
ン
シ
ル
や
プ
レ
ス
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
的
な
取

り
組
み
（
厳
密
に
い
え
ば
外
国
の
こ
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
は
か
な
り
異
な
る
が
）
に
各
社
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
い
ま
ま
で
は
女
性
差
別
に
つ
い
て
大
し
て
注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
側
が
、
読
者
・
視
聴
者
の
中
の
少
な
く
な

い
女
性
層
に
対
す
る
顧
慮
を
怠
る
わ
け
に
い
か
な
い
こ
と
を
認
識
し
だ
し
て
は
い
る
。
こ
れ
は
、
時
期
的
に
、
八
○
年
代
半
ば
か
ら
相

次
い
だ
メ
デ
ィ
ア
の
不
祥
事
や
暴
力
的
取
材
に
よ
っ
て
、
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
批
判
的
ま
な
ざ
し
や
被
害
者
に
よ
る
抗
議
が
醸
成
さ

れ
た
こ
と
も
相
侯
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
少
な
か
ら
ず
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
な
視
点
か
ら
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

性
差
別
を
も
射
程
に
入
れ
た
人
権
に
関
す
る
社
内
機
構
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
ら
ね
ば
、
メ
デ
ィ
ア
は
人
び
と
か
ら
の
信
頼
を
失
い
、

結
果
と
し
て
内
容
の
質
的
低
下
を
招
来
し
、
ひ
い
て
は
国
家
や
企
業
の
権
力
介
入
を
招
く
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
が
環
境
化
し
、
メ
デ
ィ

ア
情
報
な
く
し
て
は
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ
現
代
人
に
と
っ
て
、
い
ま
や
メ
デ

ィ
ア
情
報
は
水
や
空
気
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
な
い
と
困
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う

し
、
人
び
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
権
利
を
保
障
す
る
最
低
限
の
条
件
で
も
あ
る
。

2

官
公
庁
に
お
け
る
性
差
別
語
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り

　
自
治
体
な
ど
で
も
、
自
ら
の
「
お
役
所
」
用
語
の
見
直
し
や
、
条
例
に
よ
る
性
差
別
表
現
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
。
各
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
、
男
女
平
等
や
協
働
社
会
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
策
定
、
大
抵
が
そ
の
中

に
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
と
そ
れ
ゆ
え
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
と
男
性
の
平
等
な
扱
い
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
一

九
九
三
年
に
、
『
男
女
協
働
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
表
現
の
手
引
き
1
大
阪
府
第
3
期
行
動
計
画
の
理
念
に
基
づ
く
行
政
刊
行
物
な
ど
の



見
直
し
ー
』
と
い
う
冊
子
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
手
引
書
で
は
、
「
性
の
違
い
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
を
し
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
積
極
的
に
差
別
を
解
消
し
て
い
く
姿
勢
を
表
現
の
中
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
ス
タ
ン
ス
で
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
要
約
し
た
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

171新聞紙面にあらわれたジェンダー（その2）（田中ほか）

1IIIll

女
性
と
男
性
を
固
定
観
念
に
基
づ
い
て
描
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
生
き
方
を
積
極
的
に
描
く

①
家
族
に
対
す
る
固
定
観
念
の
解
消
（
女
性
も
男
性
も
お
と
な
も
子
ど
も
も
、
家
庭
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を
平
等
に
支
え

　
参
加
し
て
い
る
姿
を
描
く
）

②
職
業
上
の
固
定
観
念
の
解
消
（
女
性
も
多
様
な
職
種
や
責
任
あ
る
地
位
に
就
い
て
い
る
こ
と
を
描
き
、
ま
た
力
関
係
が
常
に

　
男
性
が
上
位
で
あ
る
よ
う
な
描
き
方
を
し
な
い
）

③
伝
統
的
な
女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ
の
固
定
観
念
の
解
消
（
「
女
性
H
エ
プ
ロ
ン
姿
、
女
性
“
や
さ
し
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

　
を
避
け
、
個
々
人
の
個
性
を
重
視
す
る
）

女
性
と
男
性
を
対
等
な
関
係
と
し
て
描
く

　
不
必
要
に
性
別
に
よ
っ
て
表
現
を
変
え
な
い
（
女
性
も
姓
で
呼
ぶ
、
敬
称
は
女
と
男
で
統
一
す
る
、
複
数
名
の
列
記
は
五
〇

　
順
、
年
齢
順
な
ど
に
す
る
）
、
職
業
名
に
性
別
を
つ
け
る
「
女
医
」
な
ど
の
表
現
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
、
人
間
全
般
を
一
方

　
の
性
だ
け
で
表
現
し
な
い
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
対
語
の
な
い
語
は
避
け
る
、
女
性
も
男
性
も
対
等
な
ア
ン
グ
ル
で
描
い

　
た
り
同
数
で
描
く
よ
う
に
す
る
、
等

女
性
の
人
格
を
尊
重
し
、
性
的
側
面
を
強
調
し
て
描
か
な
い

　
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
女
性
の
ヌ
ー
ド
や
若
い
女
性
な
ど
の
媚
び
た
ポ
ー
ズ
等
を
使
用
し
な
い
、
女
性
に
の
み
若
さ
・
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可
愛
さ
を
強
調
し
た
り
美
し
さ
に
関
心
が
あ
る
よ
う
な
描
き
方
を
し
な
い
、
等

　
東
京
都
で
は
、
「
男
女
平
等
の
社
会
的
風
土
づ
く
り
」
へ
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
本
稿

筆
者
の
一
人
田
中
に
委
託
し
て
、
諸
外
国
に
お
け
る
男
女
平
等
実
現
に
向
け
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
具
体
的
方
策
に
関
す
る
資
料
・
文

献
を
収
集
・
分
析
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
一
九
九
四
年
三
月
に
『
海
外
事
例
集
ー
男
女
平
等
社
会
へ
の
道
す
じ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

と
し
て
発
行
し
た
。
そ
こ
で
も
、
カ
ナ
ダ
放
送
事
業
者
連
盟
に
よ
る
番
組
の
性
役
割
描
写
に
関
す
る
基
準
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
機
会
平

等
委
員
会
に
よ
る
広
告
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
家
行
政
管
理
委
員
会
の
、
各
役
所
か
ら
性
差
別
的
こ
と

ば
を
な
く
す
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
政
府
男
女
平
等
省
の
、
法
律
・

官
庁
用
語
に
お
け
る
両
性
に
適
切
な
用
語
使
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
訳
出
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
公
的
な
官
公
庁
や
自

治
体
組
織
か
ら
こ
と
ば
を
改
め
て
い
く
こ
と
が
、
女
性
と
男
性
の
意
識
、
ひ
い
て
は
性
差
別
の
実
態
や
構
造
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
こ
と
ば
に
注
意
」
で
は
、
性
差
別
言
語
（
セ
ク
シ
ス
ト
）
に
対
す
る
ノ
ン
セ
ク

シ
ス
ト
言
語
の
必
要
性
や
効
能
を
述
べ
た
の
ち
、
各
役
所
が
使
用
す
べ
き
ノ
ン
セ
ク
シ
ス
ト
言
語
の
、
①
無
性
、
②
包
括
性
、
③
並
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

的
取
り
扱
い
、
の
三
原
則
を
示
し
て
い
る
。
「
無
性
」
と
は
、
職
業
や
地
位
と
性
別
は
無
関
係
な
の
で
、
た
と
え
ば
「
魯
巴
同
B
磐
」
で
は

な
く
「
魯
巴
二
や
「
魯
巴
∈
①
お
9
」
な
ど
を
使
用
し
た
り
、
「
霞
声
」
や
「
三
ユ
な
ど
の
敬
称
は
つ
け
ず
氏
名
の
み
ま
た
は
役
職
名

を
記
入
す
る
こ
と
な
ど
を
さ
す
。
「
包
括
性
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
竃
き
」
は
人
間
一
般
を
包
括
す
る
よ
り
成
人
男
性
を
意
味
す
る
語
と

な
っ
て
い
る
の
で
「
9
ヨ
き
ω
」
や
「
冨
o
巨
Φ
」
に
代
替
す
る
、
何
ら
か
の
点
で
両
性
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
「
ヨ
9
碧
α

名
o
目
窪
」
等
の
よ
う
に
明
示
す
る
こ
と
な
ど
を
さ
す
。
「
並
列
的
取
り
扱
い
」
と
は
、
両
性
に
言
及
す
る
と
き
は
「
8
ヨ
巴
①
」
に
対
し



「
ヨ
巴
Φ
」
の
よ
う
に
並
列
用
語
を
用
い
た
り
、
呼
称
は
女
性
と
男
性
を
並
列
的
形
態
で
あ
ら
わ
し
た
り
、
「
冨
身
訂
毛
冨
共
女
性
弁
護
士
）
」

の
よ
う
な
表
現
は
女
性
を
例
外
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
全
く
用
い
な
い
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
並
列
的
修
辞
語
句
を
用
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
人
称
代
名
詞
、
例
示
、
イ
ラ
ス
ト
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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3

メ
デ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り
へ

　
一
方
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
側
に
は
、
性
差
別
に
つ
い
て
の
認
識
が
弱
い
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
見
当

た
ら
な
い
。
日
本
の
場
合
、
表
現
に
関
す
る
国
家
的
規
制
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
自
主
規
制
機
関
で
あ
る
業
界

団
体
が
設
け
て
い
る
自
主
的
綱
領
・
基
準
と
各
メ
デ
ィ
ア
会
社
の
自
主
的
基
準
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
自
主
規
制
が
表
現
に
対

す
る
国
家
権
力
か
ら
の
介
入
を
防
い
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
道
・
取
材
さ
れ
る
側
に
立
つ
視
座
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
の

は
比
較
的
最
近
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
、
弱
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
立
場
を
考
慮
し
た
報
道
や
表
現
に
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
気
を
使
っ

て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
構
造
的
暴
力
」
、
つ
ま
り
暴
力
的
な
取
材
・
報
道
・
表
現
を
こ
う
む

っ
た
側
か
ら
の
抗
議
が
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
そ
の
市
民
的
批
判
を
隠
れ
蓑
や
口
実
に
し
て
の
国
家
サ
イ
ド
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
批
判
・
権
力
介
入
と
い
う
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

が
生
じ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
か
ら
九
二
年
頃
に
か
け
て
の
「
有
害
」
コ
ミ
ッ
ク
問
題
に
お
い
て
、
有
害
図
書
規
制
等
の
中
央
立
法
化

の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
記
憶
に
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
規
制
の
動
き
の
事
例
と
い
え
よ
う
。
も
と
は
と
い
え
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
側

に
問
題
が
な
け
れ
ば
こ
う
い
っ
た
介
入
の
危
険
性
を
招
く
こ
と
も
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
最
近
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
各
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
内
容
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
読
者
に
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
な
い
た

め
に
、
内
部
に
報
道
内
容
を
審
査
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
差
別
に
つ
い
て
は
未
だ
最
も
対
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応
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
新
聞
に
は
日
本
新
聞
協
会
が
制
定
し
た
「
新
聞
倫
理
綱
領
」
と
「
新
聞
広
告
倫
理
綱
領
」
、
各
社
の
編
集
・
取
材
綱
領
や
基
準
、
前
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

で
も
紹
介
し
た
よ
う
な
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
社
内
取
り
決
め
集
等
に
み
ら
れ

る
差
別
語
の
不
使
用
に
関
し
て
は
、
単
な
る
「
言
い
換
え
集
」
的
な
域
を
出
て
お
ら
ず
、
な
ぜ
そ
れ
が
差
別
語
で
あ
る
の
か
、
な
ぜ
そ

の
こ
と
ば
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
の
か
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
各
社
に
は
用
語
委
員
会
や
人
権
部
門
の
よ
う
な

セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
内
部
的
に
は
性
差
別
に
つ
い
て
の
研
究
も
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
経
過
や
結
果
を
社
内
に
周
知
し
て
い

る
筈
だ
が
、
紙
面
か
ら
み
る
限
り
そ
の
“
成
果
”
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
を
表
現
の
上
で
差
別

し
な
い
、
具
体
的
に
条
文
化
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
存
在
も
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

　
新
聞
界
が
出
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
も
の
で
私
た
ち
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
性
差
別
に
言
及
し
て
い
る
数
少
な
い
文
言
と
し

て
は
、
日
本
新
聞
協
会
編
集
部
が
公
刊
し
て
い
る
出
版
物
『
取
材
と
報
道
－
新
聞
編
集
の
基
準
1
（
改
訂
2
版
）
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
で
は
、
「
事
件
報
道
に
関
す
る
事
項
」
「
名
誉
棄
損
」
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」
な
ど
の
、
人
権
に
配
慮
す
る
こ
と
を
強
調

し
た
章
に
加
え
て
、
「
差
別
語
と
差
別
表
現
」
「
性
表
現
」
の
、
二
つ
の
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
差
別
語
と
差
別
表
現
」
で
は
、
米
国

の
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
と
そ
の
日
本
へ
の
影
響
と
経
過
を
簡
略
に
解
説
し
て
、
米
国
で
の
「
マ
ン
」
か
ら
「
パ
ー
ソ
ン
」
等
へ
の
こ
と
ば

の
変
更
を
例
示
し
た
の
ち
、
日
本
の
「
行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
」
の
指
摘
に
よ
れ
ば
「
女
々
し
い
」
「
職
場
の
花
」
「
男
子
の
本
懐
」

な
ど
も
女
性
蔑
視
の
表
現
で
あ
る
点
に
ふ
れ
、
最
後
に
「
率
先
し
て
平
等
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
新
聞
そ
の
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

マ
ス
コ
ミ
人
と
し
て
は
、
言
葉
に
よ
る
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
と
ぎ
澄
ま
し
た
人
権
感
覚
を
持
ち
続
け
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
「
性
表
現
」
の
章
で
は
、
「
わ
い
せ
つ
」
か
ら
「
ポ
ル
ノ
」
へ
の
ト
レ
ン
ド
を
押
さ
え
た
あ
と
、
一
時
期
の
「
ポ
ル
ノ
解
禁
ム

ー
ド
」
や
セ
ッ
ク
ス
産
業
の
野
放
し
化
に
新
聞
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
反
省
し
、
売
春
を
助
長
す
る
よ
う
な
表
現
や
広
告
の
反
社
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（
3
1
）

会
性
、
見
た
く
な
い
人
の
自
由
の
尊
重
や
青
少
年
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
た
点
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ポ
ル
ノ
が

性
差
別
で
あ
り
女
性
へ
の
暴
力
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
気
づ
い
て
い
な
い
ら
し
く
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
い
ま
各
社
に
必
要
な
の
は
、
諸
外
国
の
官
公
庁
や
メ
デ
ィ
ア
が
定
め
て
い
る
性
差
別
解
消
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
様
の
、
原

理
的
で
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
対
処
で
あ
ろ
う
。
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
内
容
の
性
差
別
に
関
す
る
具
体
的
研
究
の
蓄
積
は
、

あ
る
程
度
進
ん
で
き
た
。
次
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
内
容
を
脱
性
差
別
的
な
も
の
に
変
え
て
ゆ
く
具
体
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
具
体
策
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
側
面
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
脱
性
差
別
的
な
表
現
を
、
①
お
も
て
に
現
れ
る
こ
と
ば
や
表
現
の
レ
ベ
ル
で
、
さ
ら
に
は
、
②
本
文
中
で
指
摘
し
た

よ
う
に
、
「
こ
と
ば
」
に
解
消
さ
れ
な
い
文
脈
的
な
表
現
の
レ
ベ
ル
で
、
改
め
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
の
規
準
と
し
て
は
、
職
業

や
で
き
ご
と
を
性
別
と
結
び
つ
け
な
い
「
無
性
」
、
両
性
を
含
む
べ
き
と
き
に
一
方
の
性
だ
け
を
さ
し
し
め
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
な
「
包
括
性
」
、
女
性
男
性
で
異
な
っ
た
敬
語
を
用
い
た
り
、
女
性
の
み
例
外
的
に
扱
う
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
「
並
列
的
取
り
扱

い
」
、
を
最
低
限
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
た
い
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
際
に
、
単
な
る
「
言
い
換
え
」
や
一
方
的

な
表
現
の
「
押
し
つ
け
」
で
は
な
く
、
読
者
や
批
判
的
研
究
成
果
と
の
双
方
向
的
か
つ
相
互
作
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
よ
り
よ
い
表
現
に
向
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新
聞
各
社
は
、
社
内
・
外
の
記
事
審
査
シ
ス
テ
ム

を
充
実
さ
せ
つ
つ
あ
る
が
、
女
性
差
別
の
視
点
か
ら
の
記
事
審
査
や
苦
情
処
理
へ
の
対
応
は
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
既
存

シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
さ
ら
に
は
か
る
と
同
時
に
、
読
み
手
と
作
り
手
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
批
判
し
合
い
な

が
ら
、
両
性
の
平
等
な
表
現
方
法
を
実
際
的
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
、
作
業
部
会
等
の
能
動
的
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
是
非
と
も
設
け
る
必

要
が
あ
る
。
第
三
に
、
多
様
な
視
点
が
紙
面
に
反
映
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
、
送
り
手
と
し
て
の
女
性
の
積
極
的
採
用
と
意
思
決
定
シ

ス
テ
ム
ヘ
の
登
用
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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こ
れ
ら
を
当
面
の
提
言
と
し
て
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

注（
1
）
　
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
1
性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に
ー
」
『
国
学
院
法

学
』
第
二
八
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
八
七
－
一
一
九
頁
。
本
稿
は
、
そ
の
続
報
に
あ
た
り
、
ま
た
、
同
田
中
和
子
ら
「
新
聞
家
庭
面
の
女
性
学
－
性

別
面
建
て
の
歴
史
と
そ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
ー
四
九
頁
、
に
続
く
継
続
的
研
究
の
成
果
の

第
三
弾
で
も
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
の
成
果
の
一
部
は
、
田
中
和
子
「
新
聞
の
女
性
へ
の
扱
い
は
変
わ
っ
た
か
」
『
新
聞
研
究
』
一
九
九
三
年
一
一
月
、
六

　
八
－
六
九
頁
、
で
発
表
し
た
ほ
か
、
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
「
新
聞
に
お
け
る
性
差
別
表
現
は
変
わ
っ
た
か
」
『
創
』
一
九
九
四
年
一
二
月
、
に
も
発
表
の

　
予
定
で
あ
る
。

（
2
）
　
直
接
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
文
化
的
再
生
産
」
に
関
し
て
は
、
宮
島
喬
・
藤
田
英
典
編
『
文
化
と
社
会
－

　
差
異
化
・
構
造
化
・
再
生
産
ー
』
有
信
堂
、
一
九
九
一
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
　
田
崎
篤
郎
・
児
島
和
人
編
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
研
究
の
展
開
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
二
年
を
参
照
。

（
4
）
　
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
『
変
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
新
聞
読
者
－
全
国
新
聞
信
頼
度
第
2
回
総
合
調
査
1
9
9
1
年
ー
』
日
本
新
聞
協
会
、

　
一
九
九
二
年
。

（
5
）
　
三
紙
の
一
号
あ
た
り
の
部
数
は
日
本
A
B
C
協
会
の
発
表
に
よ
る
一
九
九
一
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
実
販
売
部
数
の
平
均
。
全
国
の
新
聞
総
発
行

　
部
数
は
日
本
新
聞
協
会
発
表
に
よ
る
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
時
点
の
数
値
。

（
6
）
　
駒
尺
喜
美
「
差
別
変
え
る
の
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
」
福
田
真
弓
編
『
「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ぱ
』
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
九
ー
二
一
頁
。

（
7
）
　
高
崎
み
ど
り
「
結
婚
す
る
と
名
前
が
な
く
な
る
な
ん
て
」
遠
藤
織
枝
編
『
女
性
の
呼
び
方
大
研
究
』
三
省
堂
、
一
〇
五
－
一
五
三
頁
。

（
8
）
　
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ー
性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に
ー
」
『
国
学
院
法

　
学
』
第
二
八
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
一
七
頁
の
注
1
6
。

（
9
）
田
亀
Φ
ぴ
竃
四
鑛
鼻
S
詳
b
ミ
審
腔
§
§
ミ
％
』
隷
ミ
ミ
。
り
妹
9
趣
§
鳴
黛
隷
ミ
ミ
無
の
§
ミ
の
魯
§
鳴
噂
い
。
且
8
一
9
。
o
ヨ
＝
Φ
一
β
一
。
。。
ρ

　
P
P
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（
1
0
）
　
東
清
和
『
性
差
の
社
会
心
理
ー
つ
く
ら
れ
る
男
女
差
1
』
大
日
本
図
書
、
一
九
七
九
年
参
照
。

（
n
）
　
た
だ
し
最
近
は
、
男
性
で
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
タ
レ
ン
ト
な
ど
が
名
で
呼
ば
れ
、
記
さ
れ
る
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
野
球
選
手
の
「
イ

　
チ
ロ
ー
」
や
、
本
来
は
芸
名
の
「
ビ
ー
ト
た
け
し
」
が
単
に
「
た
け
し
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
身
近
な
ア
イ
ド
ル
と
な
る
と
男
性
で
も
女
性
化
H
幼
児
化
さ

　
れ
た
呼
称
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
、
前
掲
、
一
〇
七
頁
。

（
1
3
）
　
一
九
九
二
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
ト
バ
コ
在
住
の
詩
人
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
同
年
一
〇
月
九
日
朝
日
の
記
事
で
は
、

　
「
デ
レ
ク
・
ウ
オ
ル
コ
ッ
ト
氏
」
と
な
っ
て
い
た
。

（
1
4
）
　
新
聞
記
者
畑
律
江
さ
ん
か
ら
の
談
話
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
も
っ
と
も
、
一
九
九
四
年
に
相
次
い
だ
、
朝
鮮
人
学
校
に
通
う
女
子
の
高
校
生
が
そ
の
制
服
で
あ
る
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
街
頭
な
ど
で
切
ら
れ
る
と
い

　
う
憂
慮
す
べ
き
民
族
差
別
の
事
件
を
報
じ
る
記
事
で
は
、
「
女
子
高
生
」
の
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
た
。
女
性
の
か
か
わ
る
“
で
き
ご
と
”
の

内
容
に
よ
っ
て
、
女
性
冠
詞
は
い
と
も
た
や
す
く
復
活
し
多
用
さ
れ
る
の
で
、
九
一
年
の
こ
の
時
の
デ
ー
タ
を
も
っ
て
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

　
い
だ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
毎
日
新
聞
、
一
〇
月
八
日
、
高
村
薫
の
作
品
を
評
し
た
書
評
欄
で
、
「
女
流
」
に
対
置
さ
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
困
品
ひ
q
一
ρ
園
o
ω
呂
ρ
S
壽
≧
§
。
。
恥
邑
無
§
。
ミ
肉
爵
辞
3
＞
b
ミ
帖
§
織
蓮
魚
O
§
駄
ミ
ー
等
§
黛
旨
題
｝
寄
o
窪
ヌ
＞
同
一
N
8
鋭
日
箒
9
憐
即
Φ
ω
ω
堕

　
一
。
。
。
8
（
笠
井
逸
子
訳
『
性
差
別
を
な
く
す
英
語
表
現
辞
典
』
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
、
一
九
九
〇
年
）
邦
訳
書
四
〇
二
－
四
〇
四
頁
。

（
1
8
）
　
高
崎
み
ど
り
、
前
掲
、
二
二
二
頁
。

（
1
9
）
　
た
と
え
ば
、
一
九
九
四
年
夏
に
実
施
さ
れ
九
月
に
発
表
さ
れ
た
第
一
回
気
象
予
報
士
の
国
家
資
格
試
験
の
合
格
者
発
表
に
関
す
る
記
事
は
、
そ
れ
が

　
官
庁
発
表
の
ま
ま
だ
と
は
思
わ
れ
る
が
、
「
受
験
し
た
人
は
二
千
七
百
七
十
七
人
（
こ
の
う
ち
女
性
百
八
十
一
人
）
に
上
っ
た
が
、
合
格
者
は
五
百
人
（
こ

　
の
う
ち
女
性
十
二
人
）
」
と
の
記
述
で
あ
っ
た
（
朝
日
、
九
四
年
、
九
月
三
〇
日
）
。

（
2
0
）
　
遠
藤
織
枝
が
、
一
九
九
三
年
一
二
月
四
日
、
「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
聞
の
中
の
お
ん
な
た
ち
i
新
聞
メ
デ
ィ
ア

　
と
性
差
別
の
い
ま
ー
」
で
報
告
し
た
内
容
に
よ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、
同
右
タ
イ
ト
ル
で
翌
九
四
年
、
同
研
究
会
に
よ
っ
て
報
告
書
が
刊
行

　
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
遠
藤
織
枝
、
同
前
。

（
2
2
）
　
同
事
件
の
経
過
や
新
聞
報
道
批
判
に
つ
い
て
は
、
門
野
晴
子
・
中
山
千
夏
・
丸
山
友
岐
子
・
日
方
ヒ
ロ
コ
（
お
ん
な
通
信
社
編
）
『
女
子
高
生
コ
ン
ク
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リ
ー
ト
詰
め
殺
人
事
件
－
彼
女
の
く
や
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
か
？
1
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
3
）
　
朝
日
新
聞
、
一
九
九
四
年
、
七
月
二
六
日
。

（
2
4
）
　
「
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
の
出
版
物
に
お
け
る
男
女
平
等
取
り
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
『
海
外
事
例
集
－
男
女
平
等
社
会
へ
の
道
す
じ
・
ガ
イ

　ド

ラ
イ
ン
』
東
京
都
生
活
文
化
局
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
五
⊥
二
〇
頁
。

（
2
5
）
　
文
化
通
信
、
一
九
九
一
年
、
七
月
八
日
の
記
事
よ
り
。
同
年
六
月
二
四
日
の
「
プ
レ
ス
と
女
性
ー
米
国
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
女
性

　
の
歴
史
と
現
状
」
と
題
す
る
同
教
授
の
講
演
会
（
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
・
日
本
新
聞
学
会
共
催
）
の
模
様
。

（
2
6
）
　
土
屋
礼
子
「
新
聞
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
三
年
、
一
三
九
－
一
五
四
頁
。

（
2
7
）
　
『
男
女
協
働
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
表
現
の
手
引
ー
大
阪
府
第
3
期
行
動
計
画
の
理
念
に
基
づ
く
行
政
刊
行
物
な
ど
の
見
直
し
ー
』
大
阪
府
女
性

政
策
企
画
推
進
本
部
、
一
九
九
三
年
。

（
2
8
）
　
「
こ
と
ば
に
注
意
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
家
行
政
監
理
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
」
『
海
外
事
例
集
』
前
掲
、
二
一
一
⊥
二
五
頁
。

（
2
9
）
　
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
、
前
掲
、
一
一
三
－
一
一
四
頁
。

（
3
0
）
　
日
本
新
聞
協
会
編
集
部
編
『
改
訂
2
版
　
取
材
と
報
道
i
新
聞
編
集
の
基
準
ー
』
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
五
ー
二
二
五
頁
。

（
3
1
）
　
同
前
、
二
二
七
⊥
…
八
頁
。
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内
出
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、
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五
年
近
刊
。

月
火
水
の
会
『
新
聞
を
通
し
て
見
え
て
く
る
男
社
会
』
フ
リ
ー
ク
、
一
九
九
四
年
。

香
内
三
郎
・
広
瀬
英
彦
・
小
玉
美
意
子
ほ
か
『
メ
デ
ィ
ア
の
現
在
形
』
新
曜
社
、
一
九
九
三
年
。

斉
藤
正
美
「
も
う
『
P
C
』
と
は
呼
ば
せ
な
い
ー
米
国
に
お
け
る
言
語
改
革
運
動
」
『
創
』
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
一
〇
四
ー
一
一
〇
頁
。

鈴
木
み
ど
り
「
メ
デ
ィ
ア
と
女
性
」
岡
満
男
ほ
か
編
『
メ
デ
ィ
ア
学
の
現
在
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
四
年
、
一
七
一
－
一
八
九
頁
。

『
創
』
一
九
九
四
年
一
二
月
、
特
集
「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」

に
い
が
た
女
性
会
議
『
新
聞
に
み
る
男
女
平
等
と
性
差
別
』
婦
人
の
社
会
参
加
特
別
推
進
事
業
実
行
委
員
会
調
査
部
、
一
九
九
一
年
。

春
原
昭
彦
・
岩
崎
千
恵
子
・
池
田
恵
美
子
ほ
か
編
『
女
性
記
者
－
新
聞
に
生
き
た
女
た
ち
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
四
年
。

村
松
泰
子
「
女
性
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
目
黒
依
子
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
社
会
学
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
四
年
、
四
五
－
五
五
頁
。

メ
デ
ィ
ア
の
中
の
性
差
別
を
考
え
る
会
『
メ
デ
ィ
ア
に
描
か
れ
る
女
性
像
ー
新
聞
を
め
ぐ
っ
て
』
桂
書
房
、
一
九
九
一
年
。

諸
橋
泰
樹
「
女
性
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
西
村
絢
子
編
『
女
性
学
セ
ミ
ナ
ー
』
東
京
教
科
書
出
版
、
一
九
九
一
年
、
一
七
五
ー
二
二
一
頁
。

ラ
モ
ー
ナ
・
ラ
ッ
シ
ュ
、
ド
ナ
・
ア
レ
ン
編
、
松
村
泰
子
編
訳
『
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
出
会
い
ー
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
橋
渡
し
ー
』

　
垣
内
出
版
、
一
九
九
二
年
。

れ
い
の
る
ず
1
1
秋
葉
か
つ
え
編
『
お
ん
な
と
日
本
語
』
有
信
堂
、
一
九
九
三
年
。
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縮
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．
）


